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第
二
章

札
幌
農
学
校
の
設
置
(
一
八
七
六
1
一
八
八
六
)

木
章
で
は
、
一
八
七
六
年
(
明
治
九
)
の
札
幌
農
学
校
の
創
立
か
ら
、
一
八
八
二
年
開
拓
使
廃
止
に
よ
る
農
商
務
省
移
管
を
経
て
、

六
年
(
明
治
一
九
)
に
農
商
務
省
の
管
轄
を
離
れ
る
ま
で
の
約
一

0
年
聞
を
取
り
扱
う
。

札
幌
農
学
校
の
創
設
や
、
初
期
の
外
国
人
教
師
・
教
育
内
容
・
組
織
・
施
設
・
生
徒
た
ち
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
多
い
。

W
-
s
・
ク
ラ
l
ク
に
代
表
さ
れ
る
初
期
の
外
国
人
教
師
た
ち
、
ま
た
佐
藤
昌
介
や
新
渡
戸
稲
造
・
内
村
鑑
三
ら
に
代
表

さ
れ
る
一
期
二
期
生
た
ち
は
、
札
幌
農
学
校
を
象
徴
す
る
人
間
像
で
あ
り
、
初
期
の
教
育
理
念
は
そ
の
ま
ま
本
学
の
伝
統
の
源
泉
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。
ま
た
繁
明
期
の
近
代
教
育
や
文
化
移
入
の
問
題
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
の
札
幌
農
学
校
は
興
味
の
あ
る
実
例
を
提
供
し
て
い
る
。

幅
の
広
い
理
学
基
礎
教
育
や
人
文
教
養
的
学
科
目
ゃ
、
学
理
と
実
習
と
の
調
和
か
ら
兵
学
教
育
に
至
る
ま
で
、
札
幌
農
学
校
の
特
徴
と
さ
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
に
由
来
し
て
い
る
。
課
外
に
行
わ
れ
た
聖
書
の
講
読
ま
で
を
含
め
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
学
校
が
日
本
の
北
辺
に
、
そ
れ
も
官
立
学
校
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
士
族
中
心
の
知
識
人
社
会
に
育
っ
た

生
徒
た
ち
が
こ
の
教
育
を
受
け
入
れ
、
ク
ラ
l
ク
の
賞
讃
を
受
け
る
ほ
ど
の
成
績
を
示
し
た
こ
と
も
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
札
幌
農
学
校
の
初
期
の
あ
り
方
が
、
そ
の
ま
ま
順
調
に
継
承
さ
れ
発
展
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
農
学
校
の
目
指
し
た
農
法
の
革
新

色
北
海
道
開
拓
の
現
実
と
の
聞
に
は
距
離
が
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
実
験
的
で
理
想
主
義
的
な
学
校
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
、
官
府

の
理
解
と
投
資
は
十
分
だ
っ
た
と
は
一
吉
え
な
い
。
生
徒
た
ち
の
性
格
も
変
わ
り
、
外
国
人
教
師
の
影
響
力
も
薄
く
な
っ
た
。

開
拓
使
の
廃
止
は
、
農
学
校
の
困
難
な
立
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。
農
商
務
省
管
轄
下
の
農
学
校
に
は
新
し
い
発
展
は
見
ら
れ
な
い
。

本
章
第
一
節
と
第
二
節
で
は
、
初
期
の
農
学
校
の
諾
側
面
を
、
第
三
節
で
は
農
商
務
省
管
轄
期
の
農
学
校
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。 一

八
八

29 



3。

第
一
節

札
幌
農
学
校
の
創
設

専
門
科
の
開
設
準
備

前
述
し
た
よ
う
に
、

「
開
拓
使
仮
学
校
則
例
」
で
は
二
年
後
に
専
門
科
を
設
置
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
二

年
後
も
間
近
く
な
っ
た
一
八
七
四
年
(
明
治
七
)
十
一
月
三
十
日
、
校
長
調
所
広
丈
は
黒
田
長
官
に
専
門
科
の
開

設
を
次
の
よ
う
に
伺
い
出
た
。

札幌農学校の設置

専
門
科
開
設
ノ
義
伺

仮
学
校
専
門
科
之
儀
ハ
、
畢
克
開
拓
ノ
急
務
ヲ
以
要
ト
ス
レ
ハ
農
鉱
工
業
ト
御
決
定
相
成
居
候
処
、
生
徒
之
内
追
々
進
歩
ノ
者
モ
有
之
侯
ニ
付
、
専

門
科
教
師
御
雇
入
相
成
侯
様
仕
度
、
就
テ
ハ
現
今
己
ニ
進
歩
之
生
徒
何
科
為
相
学
可
然
欺
、
教
師
ケ
プ
ロ

γ
氏
之
説
ニ
テ
ハ
専
門
之
科
ニ
至
レ
ハ
、

農
学
而
己
ニ
テ
モ
教
師
三
名
位
無
之
テ
ハ
手
順
ニ
至
り
兼
侯
由
申
関
候
。
の
テ
即
今
進
歩
致
シ
居
候
生
徒
エ
ハ
先
農
学
専
門
為
相
学
侠
ハ
、
、
開
墾

之
御
用
弁
ニ
モ
相
成
可
申
、
然
ル
後
猶
生
徒
ノ
進
歩
-
一
随
ヒ
追
々
二
業
共
専
門
科
御
関
キ
相
成
可
然
歎
。
何
レ
共
至
急
御
決
定
相
成
度
、
万
一
A

今
日

ノ
姿
ニ
テ
差
置
、
教
師
ノ
出
入
毎
-
一
時
々
教
則
モ
変
革
致
シ
侯
様
一
一
テ
ハ
、
生
徒
卒
業
ノ
目
的
栢
立
不
申
、
不
都
合
-
一
奉
存
候
閥
、
別
紙
農
学
順
序

書
相
添
此
段
相
伺
候
也
。

明
治
七
年
十
一
月
三
十
日

開
拓
長
官
黒
田
清
隆
殿
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開
拓
幹
事
調
所
広
丈

(
『
札
幌
農
学
校
史
料
』
一

O
九
)

こ
れ
に
対
し
十
二
月
四
日
、

「
伺
之
趣
農
学
科
開
設
ノ
義
聞
居
候
条
、
費
額
並
諸
規
則
教
師
雇
入
等
精
細
調
査
ノ
上
更
ニ
可
伺
出
事
、

但
、
鉱
工
二
学
ノ
義
ハ
追
テ
詮
議
-
一
可
及
候
事
」
と
の
指
令
が
あ
り
、
こ
こ
に
農
学
専
門
科
の
設
置
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

仮
学
校
設
置
当
時
に
制
定
さ
れ
た
「
開
拓
使
仮
学
校
規
則
」
で
は
、
開
設
す
べ
き
専
門
科
は
工
業
・
鉱
山
・
土
木
工
学
・
農
学
を
そ
れ
ぞ

れ
主
内
容
と
す
る
四
科
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
対
比
す
れ
ば
、
右
の
決
定
は
開
拓
使
に
お
け
る
技
術
者
養
成
の
重
点
が
農
学
関
係
者
に



置
か
れ
る
も
の
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
そ
の
方
針
の
転
換
は
こ
の
段
階
で
急
き
ょ
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
開
拓

使
上
層
部
で
は
既
に
了
解
済
み
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
仮
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
る
直
前
の
一
八
七
三
年
二
月
、
北
海
道
に
お
け
る
食

料
自
給
問
題
に
関
し
て
黒
田
は
ケ
プ
ロ
ン
と
対
談
し
、
「
全
道
ノ
人
民
食
料
等
他
方
ノ
資
ヲ
仰
カ
ス
、
全
ク
其
土
産
ノ
物
ヲ
以
テ
生
計
ヲ
成

シ
得
ル
ノ
目
的
ヲ
立
ル
ハ
、
農
業
ヲ
盛
ニ
ス
ル
ヲ
第
一
之
急
務
ト
思
ヘ
リ
、
故
-
一
先
ツ
農
学
校
ヲ
輿
シ
其
方
法
ヲ
拡
充
セ
ン
ト
ス
」
(
『
札

幌
農
学
校
史
料
』
六
七
)
と
述
べ
、
ケ
プ
ロ
ン
も
ま
た
農
学
校
設
置
に
積
極
的
姿
勢
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

調
所
は
さ
き
の
伺
書
の
提
出
と
前
後
し
て
、
森
源
三
・
井
川
測
・
内
藤
(
堀
)
誠
太
郎
・
湯
地
定
基
の
四
名
に
、

専
門
科
の
課
程
・
教

師
の
陣
容
・
経
費
・
整
備
す
べ
き
備
品
な
ど
の
調
査
を
命
じ
、

一
八
七
五
年
(
明
治
八
〉
二
月
二
十
三
日
に
再
度
黒
団
長
官
に
伺
い
出
た
。

札幌農学校の創設

そ
の
内
容
は
、
規
則
は
従
来
の
も
の
を
襲
用
し
、
科
目
は
ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
も
の
を
取
捨
し
て
定
め
、
学
業

年
限
は
四
年
と
し
、
毎
年
の
経
費
は
二
万
ド
ル
(
一
ド
ル
は
ほ
ぼ
一
円
に
相
当
)
、

一
学
年
の
生
徒
数
は
一
五

1
二
O
名
、
外
国
人
教
師
は

名
な
い
し
四
名
で
、
う
ち
一
人
に
教
頭
を
兼
務
さ
せ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

第 I節

こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て
黒
団
長
官
は
同
年
三
月
二
十
九
日
、
太
政
官
に
専
門
教
師
の
一
い
入
れ
を
伺
い
出
、

五
月
十
五
日
に
裁
可

さ
れ
た
一
。
そ
し
て
そ
の
人
選
を
在
米
全
権
公
使
吉
田
清
成
に
依
頼
し
た
。
依
頼
の
主
な
内
容
は
、

ま
ず
「
其
国
農
学
有
名
家
之
内
ヨ
リ
教

頭
ヲ
兼
ネ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
一
名
」
を
選
び
、
こ
れ
と
協
議
の
上
さ
ら
に
二
名
(
兼
務
の
都
合
に
よ
り
一
一
一
名
)
を
雇
い
入
れ
、
「
農
学

化
学

獣
医
学

人
身
窮
理

物
理
学

動
物
学

数
学

画
ρ斗4与
ラー

本
草
学

重
学

土
木
学
」
の
一
一
教
科
を
教
授
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

担
芋
唱
』
品
拭
宇

m
n
J刀
ロ
由
君

主
耳
目
l
勇

2
5
6
4ゴ
E
・

依
頼
を
受
け
た
吉
田
は
二
、
三
の
人
物
に
当
た
っ
た
が
適
任
者
が
得
ら
れ
や
す
、
当
時
ア
メ
リ
カ
の
教
育
界
で
活
躍

し
て
い
た
ノ
I
ス
ロ
て
フ

3
E再
M
1
0・
Z
Q号
5
5
に
事
を
託
し
た
。

ノ
1
ス
ロ
ッ
プ
は
非
常
な
親
日
家
で
日
本

3
' 

人
留
学
生
の
世
話
な
ど
も
し
て
い
た

λ
物
で
あ
る
。
彼
は
一
八
七
五
年
十
一
月
三
日
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
ハ
富
田

g
n
E
E
Z
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〉

m
H
E
E
E
G
-一
。
開
問
)
の
学
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・
グ
ラ
l
ク
に
会
い
、
札
幌
行
き
を
勧
め
た
。

グ
ラ
l
ク
は
こ
れ
に
意
欲
を
示
し

た
が
、
現
職
の
学
長
で
あ
り
、
長
期
不
在
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
二
つ
の
条
件
を
提
出
し
た
。
そ
の
一
つ
は
日
本
へ
の
出
発
を
一
八

七
六
年
五
月
と
す
る
こ
と
、
他
は
契
約
期
聞
を
一
カ
年
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
開
拓
使
が
求
め
た
契
約
期
間
は
二
年
で
あ
っ
た
が
、

ク

ラ
I
ク
は
「
右
創
立
ニ
付
、
予
カ
日
本
-
一
在
リ
テ
施
ス
ヘ
キ
事
ノ
肝
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、

一
ヶ
年
一
一
テ
殆
ト
二
ヶ
年
分
ノ
コ
ト
ハ
成
シ
得
ベ

ク
ト
致
愚
考
侯
」
合
札
幌
農
学
校
史
料
』
一
四
一
二
〉
と
そ
の
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
条
件
に
つ
い
て
開
拓
使
と
吉
田
と
の
聞
で
し
ば
し
ば
や
り
と
り
が
行
わ
れ
た
結
果
、

「
学
校
創
立
之
際
ニ
当
リ
、
特

札幌農学校の設置

頭
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ニ
候
問
、
我
政
府
発
題
之
年
季
-
一
応
セ
ス
、
又
当
国
発
程
之
期
モ
数
月
間
遷
延
相
成
候
共
、
同
人
義
ハ
著
名
之
博
士
ニ

付
、
後
来
之
枠
益
ヲ
相
考
候
得
ハ
、
前
条
僅
カ
ノ
不
便
ヲ
以
相
断
候
モ
甚
可
惜
事
ト
存
候
」
(
同
前
)
と
の
吉
田
の
意
見
が
容
れ
ら
れ
、

八
七
六
年
(
明
治
九
)
三
月
三
日
、
雇
い
入
れ
に
関
す
る
契
約
が
結
ぼ
れ
た
。
そ
し
て
、

グ
ラ
l
ク
ら
の
推
薦
に
よ
り
さ
ら
に
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ホ
イ
l
ラ
l
、

ダ
ビ
ッ
ド
・

p
・
ベ
ン
ハ
ロ

l
の
二
名
が
雇
い
入
れ
ら
れ
た
。
彼
ら
三
人
は
同
年
六
月
二
十
九
日
に
横
浜
へ
上
陸

第2章

し
、
し
ば
ら
く
東
京
に
滞
在
し
た
後
、

七
月
三
十
一
日
に
札
幌
へ
到
着
し
た
。

教
頭
に
選
ば
れ
た
ク
ラ
I
グ
は
、
米
国
ア

1
マ
ス
ト
大
学
を
卒
業
、

そ
の
後
ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
学
び
ド
ク
ト
ル
・
オ

ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
得
、
帰
国
後
は
南
北
戦
争
に
従
軍
し
、

ま
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
創
立
に
も
関
与
し
た
人

物
で
あ
る
。

ベ
ン
ハ
ロ
ー
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
を
卒
業
し
、
パ
チ
エ
ラ
l
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
学
位
を

ホ
イ
l
ラ

I
、

得
た
人
物
で
、
共
に
グ
ラ

I
グ
の
教
え
子
で
あ
り
、

ま
だ
二

O
歳
代
の
青
年
で
あ
っ
た
。

第
一
期
入
学
生

一
方
、
専
門
科
に
就
学
す
べ
き
生
徒
の
養
成
も
開
拓
使
に
と
っ
て
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。
専
門
科
の
設
置
が
具
体

化
さ
れ
て
間
も
な
い
一
八
七
五
年
(
明
治
入
)
二
月
、
仮
学
校
教
師
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
に
よ
り
生
徒
の
学
力
試
験
が
行
わ

れ
、
十
数
名
が
専
門
科
で
の
就
学
が
可
能
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
学
校
の
札
幌
移
転
な
ど
に
よ
り
退
学
者
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ



h-n-λυ

、

争
J
争
J
M
q

一
方
で
は
一
八
七
六
年
の
夏
期
休
暇
を
返
上
し
て
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
り
、
他
方
で
は
東
京
で
新
た
に
生
徒
を
募
集
す
る
こ

と
が
企
て
ら
れ
た
。

募
集
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
文
部
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
東
京
英
語
学
校
(
東
京
大
学
予
備
門
の
前
身
)
と
東
京
開
成
学
校
(
東
京
大
学
の

前
身
)
の
生
徒
た
ち
で
あ
っ
た
。

七
月
に
在
京
中
の
ク
ラ
l
ク
ら
に
よ
り
口
頭
試
問
形
式
の
試
験
が
行
わ
れ
、

受
験
し
た
一
五
名
全
員
が

合
格
し
た
。

し
か
し
実
際
に
入
学
し
た
の
は
そ
の
う
ち
の
一
一
名
(
佐
藤
昌
介
、
渡
瀬
寅
次
郎
、
柳
本
通
義
、
国
内
捨
六
、

黒
岩
四
方
之
進
、
内

田
瀞
、
山
田
義
容
、
大
島
正
健
、
中
島
信
之
、
出
田
晴
太
郎
、
玉
置
恭
三
郎
、
こ
の
う
ち
黒
岩
は
開
成
学
校
の
出
身
、

ほ
か
は
英
語
学
校
の
出
身
)
で
あ

札幌農学校の創設

る。
札
幌
学
校
生
徒
に
対
す
る
入
学
試
験
は
、

グ
ラ
l
ク
ら
の
着
札
後
に
行
わ
れ
た
。

当
時
生
徒
は
二
十
数
名
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
(
ほ

か
に
通
学
生
徒
が
十
数
名
い
た
)
、
試
験
に
合
格
し
た
の
は
一
一
一
一
名
(
荒
川
重
秀
、
藤
田
美
秀
、
兵
頭
虎
雄
、
伊
藤
一
隆
、

上
村
行
孝
、

内
藤
吉
金
、

小
野
兼
基
、
小
野
琢
磨
、
佐
藤
勇
、
島
津
勇
治
、
高
林
吉
太
郎
、
安
団
長
秋
、
横
山
彦
次
郎
)
で
、
東
京
で
募
集
し
た
生
徒
と
合
わ
せ
て
二
四
名
が

*
 

札
幌
農
学
校
第
一
期
入
学
生
と
な
っ
た
。
落
第
し
た
札
幌
学
校
生
徒
た
ち
は
規
則
に
よ
り
農
業
現
術
生
徒
と
な
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

第1節

は
身
体
虚
弱
な
ど
を
理
由
と
し
て
間
も
な
く
札
幌
を
去
っ
て
い
る
。

* 

こ
の
二
四
名
中
五
名
(
藤
田
、
内
藤
、
島
津
、
高
林
、
兵
頭
)
は
九
月
に
学
力
不
足
の
た
め
退
学
し
、
十
一
月
に
一
名
(
横
山
)
が
病
気
の
た
め

札
幌
を
離
れ
(
翌
年
五
月
こ
ろ
退
学
)
、
さ
ら
に
翌
年
二
月
に
は
二
名
(
上
村
、
玉
置
)
が
第
一
期
末
試
験
落
第
の
た
め
退
学
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、

矢
つ
ぎ
ば
ゃ
に
生
徒
は
減
少
し
た
。
無
事
に
第
一
学
年
の
謀
程
を
修
了
し
得
た
者
は
一
六
名
に
す
ぎ
な
い
。

開

校

一
八
七
六
年
(
明
治
九
)
八
月
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
札
幌
学
校
第
一
講
堂
に
お
い
て
、
長
官
以
下
開
拓
使
の
諸
官
員
、

式

外
国
人
教
師
、
生
徒
、
各
郡
教
育
所
員
ら
百
余
名
列
席
の
も
と
に
専
門
科
の
開
校
式
が
行
わ
れ
、
長
官
黒
田
清
隆
の
式

33 

辞
、
中
判
官
堀
基
お
よ
び
校
長
調
所
広
丈
の
告
辞
、
教
頭
グ
ラ
l
グ
の
演
説
、
生
徒
代
表
安
田
長
秋
の
祝
辞
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
式
は
終
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わ
っ
た
。
黒
田
は
式
辞
中
で
、
北
海
道
開
拓
に
お
け
る
農
業
の
重
要
性
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
従
来
の
慣
習
的
農
業
に
替
え
て
欧
米
の
科

学
的
農
業
を
摂
取
し
、
北
海
道
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
に
こ
れ
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
学
校
に
期
す
る
こ
と
の
大
な

る
こ
と
を
訴
え
た
。

ま
た
ク
ラ
l
ク
は
「
少
年
ノ
諸
君
ヨ
、
君
等
ノ
本
国
ハ
目
今
大
-
一
君
等
ノ
至
誠
至
強
ナ
ル
従
事
ヲ
要
ス
ル
ニ
非
ス
ヤ
、

君
等
各
宜
ク
自
国
ニ
於
テ
勤
労
ト
信
任
及
之
ヨ
リ
生
ル
栄
光
ノ
最
上
地
位
一
一
適
セ
ン
コ
ト
ヲ
勉
メ
ヨ
、
健
康
ヲ
保
シ
、
情
慾
ヲ
制
シ
、
従

や
し
た

順
ト
勉
強
ノ
習
慣
ヲ
育
ヒ
、
時
期
ノ
学
フ
ヘ
キ
ニ
遇
ハ
、
学
術
ノ
何
タ
ル
ヲ
論
セ
ス
、
力
ラ
ノ
及
ン
限
リ
ハ
其
智
識
ト
妙
巧
ヲ
求
メ
ョ
、

如
此
ニ
シ
テ
而
シ
テ
後
チ
君
等
ハ
能
ク
重
要
ノ
地
位
-
一
適
ス
ト
一
去
へ
シ
」
(
『
札
幌
農
学
校
史
料
』
一
七
六
〉
と
、

生
徒
た
ち
に
対
し
、

生
活

札幌農学校の設置

に
お
い
て
は
節
制
を
守
り
、

か
つ
大
望
を
抱
い
て
勉
学
に
励
み
、
社
会
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
人
材
た
れ
、
と
訓
示
を
与
え
た
。

式
後
「
会
食
所
」

(
寄
宿
舎
内
の
食
堂
の
こ
と
で
あ
ろ
う
〉
で
参
加
者
に
酒
撰
が
饗
さ
れ
た
。
開
拓
使
の
上
級
官
吏
や
外
国
人
教
師
に
は

シ
ェ
リ
ー
酒
・
ベ
ー
コ
ン
・
パ
ン
と
い
っ
た
洋
食
、
そ
の
他
の
官
員
や
生
徒
た
ち
に
は
祝
酒
・
赤
飯
・
煮
染
物
と
い
う
の
が
こ
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

第2章

内
務
省
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
駒
場
農
学
校
の
開
業
が
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
)

一月、

工
部
省
に
よ
る
工
部
大
学
校
の
開
業
が
同

ま
た
東
京
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
が
合
併
し
て
東
京
大
学
と
な
っ
た
の
が
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
〉
四
月
で
あ
る
。

年
四
月
、

)i、

七
六
年
八
月
に
開
校
し
た
札
幌
農
学
校
は
、
単
に
農
業
教
育
機
関
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
も
、
最

も
早
く
設
置
さ
れ
た
官
立
学
校
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

札
幌
農
学
校
諸
規
則

授
業
は
八
月
十
七
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
が
、
札
幌
農
学
校
に
関
す
る
規
則
類
が
定
め
ら
れ
た
の
は
同
月
末
か
ら

翌
月
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

八
月
三
十
日
に
ま
ず
「
札
幌
農
学
校
規
」
が
定
め
ら
れ
、
九
月
に
は
「
札
幌

農
学
校
諸
規
則
」
「
職
制
」
「
舎
則
」
、
そ
れ
に
生
徒
の
日
課
な
ど
が
あ
い
つ
い
で
決
め
ら
れ
た
。
九
月
八
日
に
は
校
名
を
「
札
幌
農
学
校
」

*
 

と
改
称
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
翌
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。



* 
外
国
人
教
師
た
ち
は
着
任
当
初
よ
り
こ
の
学
校
を
E

伊
宅
0
8
〉

mHE-E
足。。
-rm白
蓮
と
表
現
し
て
い
た
。
校
名
改
称
以
前
に
「
札
幌
農
学
校

規
」
が
制
定
さ
れ
た
の
も
、
ク
ラ
i
ク
の
提
出
し
た
英
文
を
直
訳
し
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
規
則
類
の
う
ち
、
生
徒
の
入
退
学
や
教
育
内
容
な
ど
最
も
基
本
的
な
こ
と
が
ら
を
定
め
た
の
が
札
幌
農
学
校
諸
規
則
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
調
所
校
長
と
協
議
し
た
上
で
ク
ラ

I
グ
が
原
案
を
作
成
し
、
調
所
が
若
干
の
修
正
を
加
え
た
後
九
月
八
日
黒
団
長
官
に
認
可

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
「
札
幌
農
学
校
之
目
的
及
ヒ
大
旨
」
、

第
二
章
「
入
校
約
条
」
、

第
三
章
「
生
徒
ノ
等
級
試
験
弁
退
校
」
、

第
四
章
「
一
般
ノ
規
則
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
点
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω、
札
幌
農
学
校
は
開
拓
使
官
吏
養
成
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
生
徒
は
卒
業
後
五
年
間
開
拓
使
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な

第1節札幌農学校の創設

ら
な
い
(
第
一
章
第
一
節
)
。

ω、
生
徒
の
修
業
年
限
は
四
年
間
で
成
業
者
に
は

「
大
学
及
第
ノ
免
状
」

3
m
n
Z
E
C
H
E
8
8
H
ク
ラ

l
グ

作
成
の
原
英
文
、
以
下
同
)
を
与
え
る

(
第
一
章
第
二
節
)
。

和
英
国
語
、

能
弁
学
(
何
百
ロ
ニ
O

口)、

作
文

ω、
主
要
科
目
は
次
の
と
お
り
。

(の
g
d
g
E
S
)、
図
学
、
記
簿
法
弁
理
事
書
法

9
8
F
r
Bち
呂
田
口
ι
司

2
5
0『
出
口
回
一
見
回
目
)
、
代
数
学
、
幾
何
学
、
三
角
学

qH宅
E
B
3
5、

測
量
学
、
土
工
学
(
白
色
一
宮
町
5
3
ロ
ロ
也
、
理
学
(
3
2
2
〉
、
星
学
(
K
5
2
0
5
5
5
、

本
草
学
(
凶
0
5
5、
獣
学

(Ngzm己、

地
質

化
学
、

学
、
人
体
井
比
較
解
剖
学
及
ヒ
生
理
学
、

心
学
弁
人
倫
学
(
宮
g
E
B仏
冨
O
B一
ω口
5
8
)
、

経
済
学
、

農
学
井
園
芸
(
第
一
章
第
三
節
)
。

川
円
、
学
期
は
二
期
に
分
け
、
第
一
期
は
八
月
第
四
木
曜
日
よ
り
十
二
月
第
四
水
曜
日
ま
で
、
第
二
期
は
一
月
第
四
木
曜
日
よ
り
七
月
第
一

水
曜
日
ま
で
と
す
る
(
第
一
章
第
四
節
)
。

ω、
入
学
試
験
は
和
英
国
語
・
算
術
・
地
理
書
・
歴
史
を
課
し
、
入
学
資
格
は
一
六
歳
以
上
で

「
体
質
健
康
行
状
端
正
ナ
ル
者
」
と
す
る
(
第
二
章
第
一
節
)
。
刷
、
学
力
不
足
や
不
行
状
、
あ
る
い
は
自
己
の
都
合
に
よ
り
退
学
す
る
際

は
、
在
校
中
の
入
費
を
償
還
す
る
こ
と
、

た
だ
し
、
死
去
や
病
気
ま
た
は
官
の
都
合
に
よ
る
退
学
の
場
合
は
入
費
償
還
に
は
及
ば
な
い

(
第
三
章
第
二
節
)
。
明
、
生
徒
は
毎
日
少
な
く
と
も
四
時
間
課
業
の
予
習
復
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
第
四
章
第
二
節
)
、

な
ど
で
あ

35 

る
。
後
に
主
要
科
目
中
に
「
体
操
」
と
「
兵
学
及
ピ
戦
法
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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生
徒
は
原
則
と
し
て
官
費
生
で
、
そ
の
定
員
は
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
合
わ
せ
て
五

O
人
で
あ
る
。
官
費
生
に
は
仮
学
校
当
時
と
同

様
に
生
活
・
学
業
に
必
要
な
い
っ
さ
い
が
給
与
さ
れ
た
が
、
卒
業
後
は
や
は
り
五
年
間
開
拓
使
に
勤
務
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
北
海
道
へ
の

編
籍
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
私
費
生
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
生
活
費
・
学
費
と
し
て
毎
月
一

O
円
を
納
め
る
と
さ
れ
た
が
、
開
拓
使
へ
の

奉
職
な
ど
の
義
務
は
な
か
っ
た
。

札
幌
農
学
校
職
員
は
、

「
職
制
」
に
よ
り
校
長
・
教
授
・
書
器
専
掌
・
理
事
の
四
種
と
さ
れ
た
。
初
代
校
長
と
な
っ
た

職
制
と
草
創

の
は
仮
学
校
以
来
そ
の
職
に
あ
っ
た
調
所
広
丈
で
、
専
門
科
開
校
以
前
の
八
月
三
日
に
「
札
幌
学
校
校
長
」
と

L
て
発

期
の
教
職
員

令
さ
れ
て
い
る
。
校
長
に
は
、
職
員
の
進
退
な
ど
を
開
拓
使
に
協
議
す
る
権
、
教
授
以
下
の
職
員
の
分
掌
や
舎
則
を
定

第2章札幌農学校の設置

め
る
権
、
校
務
上
そ
の
可
否
が
明
ら
か
な
も
の
は
「
専
断
処
分
」
す
る
権
な
ど
が
与
え
ら
れ
、

「
事
重
大
一
一
関
シ
成
規
ナ
キ
者
ハ
一
切
本

使
三
果
議
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

教
授
は
生
徒
の
教
育
の
ほ
か
、
生
徒
に
関
す
る
諸
事
務
(
懲
罰
・
褒
賞
・
願
伺
の
受
付
な
ど
)
や
宿
直
な
ど
を
担
当
し
、
童
百
器
専
掌
(
教
授

が
兼
務
)
は
書
籍
や
物
理
化
学
器
具
の
管
理
を
、
理
事
は
会
計
・
出
納
・
公
文
往
復
な
ど
を
職
務
と
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
教
授
以
下
の
職

員
を
任
命
し
た
辞
令
は
当
時
の
開
拓
使
の
記
録
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
実
際
に
は
、
札
幌
学
校
当
時
か
ら
教
師
で
あ
っ
た
井
川
測
・

平
野
候
次
郎
・
長
尾
布
山
・
山
田
昌
邦
の
四
名
と
、
専
門
科
設
立
準
備
に
関
係
し
、

ク
ラ
l
ク
の
通
訳
を
も
勤
め
た
堀
誠
太
郎
が
、
外
国

人
教
師
と
と
も
に
生
徒
の
教
育
に
当
た
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
八
月
二
十
三
日
に
「
学
務
局
督
学
課
申
付
候
、
但
、
札
幌
学
校

掛
」
と
の
辞
令
を
受
け
て
い
る
。
恐
ら
く
彼
ら
が
職
制
中
に
い
う
教
授
に
該
当
す
る
の
だ
ろ
う
。
同
様
に
、
同
日
「
学
務
局
理
事
課
申
付

候
、
但
、
理
事
掛
」
と
さ
れ
た
森
源
三
・
田
中
信
邦
・
加
藤
政
敏
・
下
山
依
徳
の
四
名
が
、
や
は
り
職
制
中
の
理
事
に
当
た
る
と
考
え
ら

れ
る
。
彼
ら
も
札
幌
学
校
以
来
の
職
員
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
辞
令
面
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
農
学
校
邦
人
職
員
は
そ
の
管
轄
機
関
で
あ
る
開
拓
使
学
務
局
に
属
す
る



官
吏
で
あ
り
、
札
幌
農
学
校
に
固
有
の
職
員
は
ま
だ
い
な
い
。

開
校
当
時
外
国
人
教
師
は
、

お
よ
び
札
幌
学
校
当
時
か
ら
の
教
師
コ
ル
ウ
ィ
ン
の
四
人
が

ホ
イ

l
ラ

l
、
ベ
ン
ハ
ロ
l
、

グ
ラ

l
ク、

い
た
。
彼
ら
は
「
生
徒
ノ
学
業
ヲ
教
化
進
歩
セ
シ
メ
、
品
行
ヲ
誘
披
良
善
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
掌
ル
」

(
教
授
職
制
第
一
条
)
こ
と
に
は
当
た
る

も
の
の
、

「
各
員
番
ヲ
分
チ
日
ヲ
更
エ
テ
校
中
-
一
宿
直
ス
。
生
徒
ト
食
ヲ
共
一
一
シ
テ
食
物
ノ
精
糖
ヲ
検
シ
、
願
伺
等
ヲ
受
付
シ
、
出
欠
ヲ

精
査
シ
、
疾
病
ア
ル
者
ハ
医
員
ノ
診
察
ヲ
受
ケ
シ
メ
、
校
中
ノ
火
炉
燈
燭
等
-
一
注
意
ス
ル
事
」

(
同
第
四
条
)
と
い
う
職
務
が
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
外
国
人
教
師
は
職
制
に
規
定
さ
れ
ず
、
彼
ら
が
個
別
に
開
拓
使
と
結
ん
だ
契
約
の
み
が
そ
の
職
務
を
規
制
し
た
、
と

札幌農学校の創設

考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
(
契
約
内
容
等
は
表
2
1
2
を
参
照
、
五
人
|
五
九
ペ
ー
ジ
)
。

グ
ラ

1
グ
は
単
な
る
教
師
で
は
な
く
「
教
頭
」
で
も
あ
っ
た
〈
英
文
の
契
約
書
に
は

4
5
E
g円
ョ
と
記
載
さ
れ
て
い
る
)
。

そ
の
職
務
内
容

や
権
限
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
教
師
雇
い
入
れ
に
関
し
て
開
拓
使
か
ら
吉
田
全
権
公
使
に
送
っ
た
依
頼
書
に
は
、

「
農
学
校
ハ
本
邦
ノ

新
創
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
、
教
頭
-
一
撰
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
若
干
年
間
其
国
農
学
校
-
一
在
テ
教
則
ヲ
熟
知
シ
、
学
科
ニ
練
達
シ
、
我
カ
校
長
ノ
顧
問

第 1節

-
一
応
シ
、
諸
規
則
ヲ
議
定
ス
ヘ
キ
技
儒
ヲ
有
ス
ヘ
シ
」
(
『
札
幌
農
学
校
史
料
』
一
一
一
六
)
と
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
校

長
の
顧
問
と
し
て
の
立
場
で
は
あ
る
が
、
教
頭
に
は
課
程
の
編
成
そ
の
他
農
学
校
創
立
に
関
す
る
い
っ
さ
い
が
委
任
さ
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
事
実
、
札
幌
農
学
校
の
基
本
的
枠
組
は
教
頭
ク
ラ
l
グ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
農
学
校
の
年
次

報
告
書
と
も
言
う
べ
き
『
札
幌
農
餐
年
報
』
も
、
教
頭
の
手
に
よ
り
編
さ
ん
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
後
一
八
七
七
年
二
月
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
出
身
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

p
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
「
農
学
博
士
及
札
幌
学
校
園

監
督
」
と
し
て
来
日
し
、
翌
年
七
月
に
は
や
は
り
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
出
身
で
、
さ
ら
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た

37 

ジ
ョ
ン
・

c
・
カ
ッ
タ
ー
が
生
理
学
な
ど
の
教
師
と
し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
カ
ッ
タ
ー
の
着
任
を
も
っ
て
、
札
幌
農
学
校
の
専
門

教
師
は
一
と
お
り
完
備
し
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
農
学
校
の
主
要
科
目
中
、
農
学
関
係
は
プ
ル
ッ
ク
ス
、
化
学
・
植
物
学
・
地
質
学
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関
係
は
ベ
ン
ハ
ロ
l
、
数
学
・
物
理
学
・
土
木
工
学
な
ど
は
ホ
イ
l
ラ

I
、
そ
し
て
カ
γ

タ
ー
が
動
物
学
・
獣
医
学
・
解
剖
学
・
英
文
学

な
ど
を
担
当
す
る
と
い
う
体
制
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

施
設
の
充
実

開
校
当
時
の
札
幌
農
学
校
の
建
物
は
、
札
幌
学
校
以
来
使
用
し
て
い
た
校
舎
と
寄
宿
舎
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

し
治、

し
、
そ
の
後
あ
い
つ
い
で
建
築
さ
れ
、

一
八
七
八
年
こ
ろ
ま
で
に
主
要
な
建
物
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
。
化
学
・
物
理

学
・
獣
医
学
な
ど
の
実
験
器
具
や
農
場
実
習
用
具
、
教
科
書
や
参
考
書
な
ど
も
次
々
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

ω北
講
堂

札
幌
学
校
当
時
の
「
校
舎
」
は
マ
サ
チ
ュ

l
セ

y

ツ
農
科
大
学
の

ε
2
2
5
n
。-umRu
に
擬
し
、

「
北
講
堂
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
七
七
年
に
こ
の
講
堂
の
補
修
が
行
わ
れ
、
二
階
に
土
木
学
・
測
量
学
・
図
学
・
数
学
・
物
理
学
の
教
室
と
器
械

第2章札幌農学校の設置

一
階
に
は
予
科
教
室
と
読
書
房
が
配
さ
れ
た
。

翌
年
同
位
置
に

「
新
北
講
堂
」
が
建

一
八
八
八
年
(
明
治
二
一
)
焼
失
し
た
が
、

室
が
、
築
さ
れ
た
。

ω寄
宿
舎

寄
宿
舎
は
札
幌
学
校
時
代
の
も
の
が
札
幌
農
学
校
で
も
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
は
一
部
二
階
建
て
で
、
階
上

に
は
復
習
講
堂
が
あ
り
、
階
下
は
一
七
の
寄
宿
室
と
事
務
室
・
当
直
室
・
食
堂
・
賄
所
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。
開
拓
使
学
務
局
の
事
務
室

も
し
ば
ら
く
の
聞
こ
の
建
物
の
中
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
靴
製
造
場
も
こ
の
建
物
の
一
部
を
占
め
、
靴
師
岩
井
信
六
が
官
吏
や
生
徒
た
ち
の

靴
の
製
造
修
繕
を
行
っ
て
い
た
が
、

一
八
七
八
年
一
月
に
校
外
へ
出
、
独
立
の
居
舗
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
徒
の
増
加
に
伴
い
、

一
八
七
八
年
寄
宿
室
が
六
室
増
築
さ
れ
て
い
る
。

ω書
庫

書
籍
は
北
講
堂
内
の
「
書
籍
室
」
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
蔵
書
の
増
加
に
伴
い
一
八
七
六
年
十
二
月
に
、
木
造
二
階
建
て
、

建
坪
一
五
坪
の
書
庫
が
新
築
さ
れ
た
。
蔵
書
数
は
一
八
七
七
年
段
階
で
洋
書
が
三
七
三
七
巻
、
和
漢
書
は
お
よ
そ
一
五

O
O巻
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
農
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
や
参
考
書
類
は
す
べ
て
こ
こ
に
用
意
さ
れ
、
生
徒
に
貸
し
出
さ
れ
た
。

こ
の
書
庫
に
は
閲
覧
室
が
な
か
っ
た
た
め
、

一
八
七
七
年
九
月
に
北
講
堂
内
に
読
書
一
房
(
宮
邑
5
m
・8
0
5
)
が
設
け
ら
れ
た
。
読
書
房
に



は
内
外
三

O
種
余
り
の
新
聞
雑
誌
類
が
備
え
ら
れ
、
生
徒
た
ち
に
新
知
識
を
供
給
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
邦
字
誌
で
は
東
京
日
日

新
聞
、
郵
便
報
知
新
聞
、
函
館
新
聞
な
ど
、
英
米
国
誌
で
は
Z
σ
当
J

円
。
再
叶
ユ
σロロク

ω有
吉
弘
ぽ
注
目
同
名
己

E
-
S
F
∞g
Zロ
守
口
円

E
Y

H
-
H
E
印片岡・
mE
巾門同

h
v
門戸印
-Z
山口dJ1σσw-可・

ω巳
σ口
氏
片
付
明
白
H

・5
2
w
〈山口

Z
S可
山
口
(
守
印
刷
口
町
阿
古
巾
2
E
m四
富
山
ぬ
山
N
E
P
Z
mユ
ロ
円
。
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。

一
八
九

O
年
に
書
庫
の
増
築
が
行
わ
れ
、
閲
覧
室
も
書
庫
内
に
設
け
ら
れ
た
。

ω化
学
講
堂

建
坪
四

O
坪
余
、
二
階
建
て
で
一
八
七
七
年
八
月
落
成
し
た
。
二
階
は
講
義
室
・
器
械
室
・
薬
品
室
・
鉱
物
陳
列
場
、

一
階
は
分
析
場
・
定
量
分
析
場
・
秤
量
室
・
溶
鉱
場
に
あ
て
ら
れ
た
。

第l節札幌農学校の創設

ω演
武
場

ホ
イ
l
ラ
ー
が
母
校
の
ミ
リ
タ
リ
ー
・
ホ
ー
ル

こ
の
建
物
は
兵
学
な
ど
の
教
場
と
し
て
、

ク
ラ
l
グ
が
建
設
を
進
言
し
、

を
模
し
て
設
計
し
た
も
の
で
、

一
八
七
八
年
十
月
に
落
成
し
た
。
今
日
の
札
幌
市
時
計
台
で
あ
る
。
二
階
に
は
練
兵
場
と
武
器
室
が
あ

り
、
階
下
に
は
「
博
物
場
」
と
講
義
室
が
配
さ
れ
て
い
た
。
二
階
の
練
兵
場
で
は
卒
業
式
な
ど
農
学
校
の
主
な
行
事
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ

て
い
る
。

落
成
当
時
の
演
武
場
屋
上
に
は
鐘
楼
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
代
え
て
米
国
ハ
ワ

I
ド
社
製
の
大
時
計
が
取
り
付
け
ら
れ
た
の
は
二
八
八

一
年
七
月
で
あ
る
。
以
後
こ
の
時
計
は
農
学
校
の
始
業
・
終
業
時
を
知
ら
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
札
幌
市
民
に
も
正
確
な
時
聞
を
告

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鉄
道
の
運
行
が
こ
の
時
計
を
標
準
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ω観
象
台

一
八
七
九
年
五
月
、
天
文
観
測
の
た
め
の
観
象
台
が
建
設
さ
れ
た
。

四
坪
余
り
の
小
さ
な
建
物
で
あ
っ
た
が
、
中
に
は
ト

ラ
ン
シ
ッ
ト

(
E
E
Z
Z
&ロ
芯
)
が
備
え
ら
れ
、
生
徒
の
実
習
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
演
武
場
の
時
計
の
補
正
も
観
象
台
で
の
恒
星
観
測
に

よ
り
な
さ
れ
て
い
た
。
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一
八
七
七
年
十
二
月
、
構
内
地

一
万
一
二
八

O
坪
を
「
養
樹
園
」
と
し
、
北
海
道
産
の
樹
木
の
栽
培
に
あ
て
た
。
翌
年
二
月
、
農
学
校
の
北
側
に
隣
接
し
た
開
拓
使
民
事

の
植
物
園
・
温
室
・
博
物
場
な
ど

植
物
園
設
置
の
必
要
性
も
ク
ラ
i
ク
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
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局
勧
業
課
所
属
の
温
室
と
そ
の
属
地
三
六

O
O坪
を
譲
り
受
け
、
こ
れ
と
さ
き
の
養
樹
園
と
を
合
わ
せ
て
植
物
園
造
り
が
ベ
ン
ハ
ロ
ー
を

中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

一
八
八

O
年
こ
ろ
に
は
お
よ
そ
七

O
種
の
北
海
道
産
の
樹
木
を
移
植
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

温
室
は
開
拓
使
お
雇
一
い
外
国
人
ベ

1
マ
l
(
F
C
C
-由
回

c
m
r
g
m
O

の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、

こ
こ
で
は
葡
萄
・
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
グ
ス
ベ

リ
l
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ト
マ
ト
な
ど
の
栽
培
や
生
徒
の
園
芸
学
実
習
が
行
わ
れ
た
。

一
八
八
四
年
七
月
に
、
農
商
務
省
北
海
道
事
業
管
理
局
所
轄
札
幌
農
業
事
務
所
が
管
轄
し
て
い
た
博
物
場
と
そ
の
属
地
一
万
三
八

O
O

坪
余
が
農
学
校
に
移
管
さ
れ
、
植
物
園
は
改
め
て
こ
の
地
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
後
述
、

一O
四
ペ
ー
ジ
参
照
)

0

博
物
場
は
一
部
二
階
建
て
、
建
坪
は
約
八

O
坪
の
建
物
で
あ
る
。
農
学
校
で
は
以
前
よ
り
動
植
物
や
鉱
物
な
ど
を
蒐
集
し
、
演
武
場
内

札幌農学校の設置

の
「
博
物
場
」
に
陳
列
し
て
い
た
が
、
博
物
場
と
そ
の
収
蔵
品
の
移
管
に
よ
り
、
農
学
校
の
蔵
す
る
博
物
品
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
冬

期
を
除
き
、
水
曜
日
と
日
曜
日
は
博
物
場
を
市
民
に
無
料
で
展
覧
さ
せ
た
。

一
八
八
四
年
の
数
字
で
み
る
と
、
開
館
日
数
は
七
回
目
、
参

観
人
は
三
六
八
二
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

第2章

博
物
場
と
同
時
に
札
幌
工
業
事
務
所
所
管
の
札
幌
製
物
試
験
場
も
農
学
校
に
移
管
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
農
学
校
に
と
っ
て
余
り
有

用
な
も
の
で
は
な
か
ア
た
ら
し
く
、
間
も
な
く
手
離
し
て
い
る
。

校
国
の
設
置

ω設
置
の
経
緯

と
い
う
の
が
グ
ラ
I
ク
の
学
校
設
立

高
尚
な
農
学
校
は
農
場
合
}
付
設
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

構
想
の
一
環
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
そ
こ
で
の
農
業
実
習
を
通
じ
て
、
作
物
や
家
畜
、
土
地
の
肥
力
、
農
場
管
理
、
あ

る
い
は
経
済
的
な
農
業
法
等
に
つ
い
て
の
知
識
を
、
生
徒
に
体
得
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
開
校
後
間
も
な
い
一

八
七
六
年
(
明
治
九
)
九
月
、
黒
田
長
官
に
そ
の
設
置
を
申
し
入
れ
、
許
可
を
得
た
。

開
拓
使
で
は
既
に
ケ
プ
ロ
ン
の
献
策
な
ど
に
よ
り
、
東
京
・
七
重
(
函
館
近
傍
)
・
札
幌
な
ど
に
官
園
を
設
け
、
外
国
植
物
の
移
植
や
動

物
の
試
養
を
行
い
、
ま
た
農
業
現
術
生
徒
を
置
き
プ
ラ
ウ
・
ハ
ロ
ー
な
ど
外
国
製
農
器
具
を
使
用
し
た
洋
式
農
法
の
実
地
伝
習
を
行
っ
て



い
た
が
、
右
の
グ
ラ

I
ク
の
申
し
出
に
よ
り
、
札
幌
官
園
の
う
ち
一
ニ

O
万
四
五

O
O坪
が
農
学
校
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

管
轄
替
え
の
背
後
に
は
、
札
幌
官
園
を
「
人
民
農
業
ノ
模
範
ニ
可
供
見
込
ヲ
以
設
立
」
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
農
業

や
や

の
実
態
は
、
「
従
来
ノ
慣
習
ア
リ
、
動
モ
ス
レ
ハ
之
ニ
拘
泥
シ
(
洋
式
農
法
が
〉
一
般
-
一
拡
充
致
兼
候
」
と
い
う
開
拓
使
の
反
省
も
加
わ
っ

て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
黒
田
は
「
自
今
右
官
園
ヲ
札
幌
農
学
校
ノ
附
属
ト
シ
、
猶
此
上
農
業
的
切
ノ
方
法
ヲ
設
ヶ
、
正
則
ヲ
以
旧
習
ヲ
排
除

シ
、
確
乎
不
抜
ノ
標
準
ヲ
立
テ
、
最
初
設
立
ノ
旨
意
貫
徹
致
度
候
」
と
、
旧
慣
に
よ
ら
な
い
欧
米
式
模
範
農
業
の
展
開
を
ク
ラ

I
ク
に
期

待
し
た
の
で
あ
る
。

札幌農学校の創設

ω校
園
の
経
営

農
学
校
に
移
管
さ
れ
た
官
園
は
「
校
園
」
ま
た
は
「
農
校
園
」
と
称
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
「
カ
レ
ッ
ジ
・
フ
ァ

I

ム
」
の
訳
語
で
あ
る
ハ
一
八
八
四
年
十
二
月
、
そ
の
正
式
名
称
を
「
札
幌
農
学
校
所
属
農
園
」

と
確
定
し
た
)
。
初
年
度
の
校
園
予
算
は
一
万
五
三

五
一
円
と
さ
れ
、

ク
ラ
l
ク
は
校
閤
監
督
と
し
て
そ
の
経
営
に
当
た
っ
た
。
彼
は
「
日
本
国
ニ
要
ス
ル
農
業
ノ
修
整
」
と
題
す
る
論
文
を

『
札
幌
農
費
第
一
年
報
』
に
発
表
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
同
時
に
校
園
経
営
に
対
す
る
ク
ラ
l
グ
の
考
え
で
も
あ
っ
た
、
と
理
解
さ
れ

第1節

る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
構
想
を
、
斎
藤
之
男
氏
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

グ
ラ
l
ク
の
目
標
は
開
拓
地
に
お
け
る
経
営
構
造
の
革
新
を
基
底
と
す
る
商
業
的
農
業
の
確
立
と
そ
の
急
速
な
展
開
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
|
|

ハ
円
「
急
速
中
ノ
最
モ
急
用
ノ
進
歩
」
は
風
土
に
適
し
た
家
畜
(
牛
馬
羊
家
〉
を
飼
育
す
る
有
畜
農
業
経
営
の
確
立
で
あ
る
。
:
:
:
ω
有
畜
経
営
の
形

成
に
よ
っ
て
展
望
さ
れ
る
の
は
第
一
に
牛
馬
の
動
物
力
利
用
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
経
営
経
済
的
合
理
性
で
あ
る
。
:
:
:
第
二
は
・

飼
料
作
物
(
玉
萄
黍
・
牧
草
)
を
軸
と
す
る
耕
種
技
術
の
変
革
で
あ
る
。
:
:
:
同
以
上
の
。
フ
ラ
ン
を
実
現
す
る
ま
で
の
過
渡
的
な
具
体
策
は
甜
菜
栽

培
で
あ
る
。

(
斎
藤
之
男
『
日
本
農
学
史
』
、
大
成
出
版
社
、

一
九
六
八
年
、
二
五
六
ペ
ー
ジ
)

こ
の
よ
う
な
考
え
は
、

ク
ラ
l
ク
の
後
に
校
園
監
督
と
な
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
も
受
け
継
が
れ
、
校
園
で
は
穀
類
や
競
菜
類
の
ほ
か
、

4' 

飼
料
作
物
や
乳
製
品
の
生
産
に
も
か
な
り
の
比
重
が
置
か
れ
た
。
こ
の
ほ
か
一
般
農
家
に
対
し
て
優
良
な
種
子
を
分
配
し
、
あ
る
い
は
農
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家
所
有
の
牛
と
米
国
よ
り
購
入
し
た
エ
ア
シ
ャ

1
種
や
短
角
種
(
シ
ョ
ー
ト
ホ
i
ン
)
の
牛
と
の
無
料
交
配
を
実
施
す
る
な
ど
、
校
園
経
営

は
北
海
道
農
業
の
改
良
と
い
う
目
標
に
対
し
て
、
極
め
て
実
践
的
に
行
わ
れ
た
。
な
お
、

一
八
七
八
年
よ
り
札
幌
と
函
館
で
交
互
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
農
業
仮
博
覧
会
も
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
提
案
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ω施
設
の
充
実
と
生
産
物

校
園
の
諸
施
設
・
備
ロ
聞
は
毎
年
着
実
に
充
実
し
て
い
っ
た
。
馬
力
を
利
用
し
た
翠
や
耕
転
器
な
ど
を
は
じ

め
、
諸
種
の
農
機
具
が
毎
年
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
購
入
さ
れ
た
。
土
地
も
著
し
く
拡
大
し
、

一
八
八
二
年
(
明
治
一
五
)
こ
ろ
に
は

北
六
条
通
り
以
北
で
、
創
成
川
・
琴
似
川
・
サ
ク
シ
ュ
琴
似
川
に
固
ま
れ
た
部
分
の
ほ
ぼ
全
域
が
校
園
地
と
な
っ
て
い
る
(
墾
成
地
一
一
一
一

万
一
・
也
O
四
坪
、
道
路
お
よ
び
建
物
敷
地
二
万
八
八
六
七
坪
五
合
、
未
開
地
一
一
二
万
四
八
九
八
坪
五
合
、
総
地
積
一
四
六
万
五
四
七
O
坪
)
。
ま
た
別

札幌農学校の設置

に
発
寒
川
下
流
域
一
帯
に
お
よ
そ
一

O
O万
坪
の
荒
蕪
地
を
付
属
地
と
し
て
い
た
(
右
岸
に
約
四
二
万
坪
H
今
日
の
札
幌
市
北
区
篠
路
町
の
一

部
、
左
岸
に
約
五
七
万
坪
昨
今
日
の
石
狩
郡
石
狩
町
の
一
部
)
。

グ
ラ

1
ク
は
校
園
の
設
置
が
認
め
ら
れ
る
や
畜
舎
の
建
築
を
申
し
入
れ
、
認
め
ら
れ
た
。
畜
舎
は
ホ
イ
I
ラ
ー
が
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

農
科
大
学
の
畜
舎
に
倣
っ
て
設
計
し
、

一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)
十
月
に
落
成
し
た
。
こ
の
畜
舎
は
日
本
最
初
の
洋
風
畜
舎
で
モ
デ
ル

第2章

パ

I
ン
(
模
範
家
畜
房
)
と
称
さ
れ
、
そ
の
後
真
駒
内
・
七
重
・
根
室
の
各
勧
業
課
試
験
場
に
も
こ
れ
に
倣
っ
て
洋
風
畜
舎
が
建
設
さ
れ
て

、
い
る
(
モ
デ
ル
パ
l

ン
は
北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
第
二
農
場
内
に
現
存
し
、

一
九
六
九
年
に
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
)
。

さ
ら
に
校
園
内
に
は
穀
物
庫
(
一
八
七
七
年
十
月
落
成
)
、
排
水
管
製
造
所
(
七
九
年
九
月
落
成
)
、
製
糖
所
(
七
九
年
十
月
落
成
〉
、

大
工
細

工
場
(
入

O
年
十
一
月
落
成
)
、
鍛
冶
細
工
場
(
八
O
年
十
一
月
落
成
)
、
薫
肉
製
糖
所
(
八
二
年
二
月
落
成
)
な
ど
が
次
々
に
建
築
さ
れ
、
校
園

の
機
能
は
著
し
く
増
大
し
た
。

牛
馬
類
の
輸
入
や
繁
殖
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

一
八
八
二
年
(
明
治
一
五
〉
六
月
段
階
で
は
、
牛
七
六
頭
(
エ
ア
シ
ャ

l
種
二
八

頭
、
短
角
種
二
二
頭
、
洋
和
合
血
種
一
七
頭
、
耕
牛
九
頭
)
、
耕
馬
二
ハ
頭
、

豚
九
頭
(
チ
ェ
ス
タ
l
ホ
ワ
イ
ト
種
三
頭
、
雑
種
六
頭
)
が
飼
養
さ
れ



て
い
る
。

と
う
も
ろ
こ
し

、
一
八
七
六
年
よ
り
八

O
年
ま
で
の
五
年
間
の
主
な
収
穫
物
・
製
造
物
の
生
産
高
を
見
る
と
、
牧
草
四
入
e

四
ト
ン
、
玉
萄
黍
二
二
二
七
石

札幌農学校の創設

一
四

O
石
、
洋
粟
二
石
四
斗
、
和
栗
田
石
八
斗
、
大
豆
九
石
二
斗
、
大
麦
五

O
石
九
斗
五
升
、
白
小
麦
三
五
石
九
斗
、
燕

麦
二
一
六
石
玄
斗
、
裸
麦
二
石
二
斗
、
馬
鈴
薯
二
五
万
七
五
五
五
斤
、
羅
葡
(
大
根
)
一
四
万
四
九
五
六
斤
、
「
コ

I
ラ
ベ
」
一
一
一
六

O

斤
)
胡
羅
静
(
人
参
)
五
万
六
二
六
七
斤
、
防
風
三
万
五
六
五
五
斤
、
蕪
菩
(
か
ぶ
)
三

O
万
三
五
八
四
斤
、
球
葱
五
万
四
三
四
九
斤
、
南

か
ん
ら
ん

瓜
一
五
万
四

O
三
七
斤
、
甘
藍
(
キ
ャ
ベ
ツ
)
二
万
一
九
三
入
庁
、
牛
乳
二
二
四
石
入
斗
七
升
九
合
三
勺
、
豚
臓
乾
(
ベ
ー
コ
ン
)
四
四
三

斤
半
、
パ
タ
1
一
二
七
斤
二
分
五
厘
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
五
一
斤
、
甘
烹
蜜
一
九
四
コ
一
斤
、
甘
庶
砂
糖
七
回
斤
、
楓
蜜
一
斗
四
升
四
合
、
楓
砂

糖
三
二
斤
、
排
水
管
一
五
万
七
四
四
四
本
と
な
っ
て
い
る
。

七
斗
、
「
爆
黍
」

第 1節

未
開
地
の
開
墾
も
校
園
に
お
け
る
重
要
な
作
業
の
一
つ
で
あ
り
、
湿
地
の
開
墾
に
際
し
て
は
溝
を
深
く
掘
り
、
排
水
管
を
埋
設
す
る
な

ど
し
て
土
壌
の
改
良
を
行
い
、
良
耕
地
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
。

開
墾
や
農
作
業
な
ど
校
園
で
の
現
業
に
従
事
し
た
の
は
、
「
雇
」
と
し
て
月
給
数
円
か
ら
十
数
円
で
雇
い
入
れ
ら
れ
た
人
々
で
、
校
園

設
置
直
後
の
一
八
七
六
年
十
月
に
は
六
名
、
一
八
八
二
年
六
月
に
は
一
四
名
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
う
ち
に
は
、
以
前

に
開
拓
使
農
業
現
術
生
徒
と
し
て
欧
米
農
法
の
伝
習
を
受
け
、
ま
た
後
に
は
農
学
校
の
技
手
や
助
教
授
と
な
っ
た
照
井
徳
治
・
石
川
金
平

な
ど
も
い
た
。
校
園
監
督
の
指
示
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
指
導
し
た
の
は
「
校
間
掛
」
(
職
制
に
は
な
い
)
の
吉
田
清
憲
や
大
里
借
行
、

そ
れ
に
農
学
校
第
一
期
卒
業
生
の
佐
藤
昌
介
・
黒
岩
四
方
之
進
ら
で
あ
っ
た
。

*
 

農
学
校
に
は
本
科
(
専
門
科
〉
入
学
の
た
め
の
予
備
教
育
機
関
と
し
て
予
科
が
併
置
さ
れ
、
教
頭
が
そ
の
管
理
に
当
た
っ

、予

手ヰ

七
い
た
。
‘
修
学
年
限
は
三
年
、

一
二
歳
以
上
で
、
あ
る
程
度
の
国
語
力
を
有
す
る
事
が
入
学
資
格
と
さ
れ
た
。
書
籍
筆
墨

一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
)
か
ら
は
「
書
籍
借
料
及
ビ
謝
儀
」

43 

類
は
貸
与
ま
た
は
給
与
さ
れ
、
授
業
料
は
徴
収
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
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と
し
て
毎
月
五

O
銭
が
徴
収
さ
れ
、

ま
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
読
み
書
き
し
、
簡
単
な
つ
づ
り
を
解
し
得
る
こ
と
が
入

学
資
格
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

キ

当
時
は
預
科
・
予
科
・
予
謀
・
予
習
科
・
予
備
科
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
司
H
8
2え
o
q
g盟国
"
]
V
B
U
m
g
g
q

ロ
G
R
E
E
f
H
i
B宮
E
o
q
ω
口

roo}
な
ど
の
翻
訳
で
あ
る
が
、
訳
語
は
一
定
し
て
い
な
い
。
あ
る
記
録
に
は
、
当
初
「
予
習
科
」
と
称
し
一
八
七

八
年
に
「
予
科
」
と
改
称
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
む
し
ろ
当
時
は
い
く
つ
か
の
名
称
を
混
用
し
て
い
た
主
思
わ
れ
る
。
こ

こ
で
は
便
宜
上
「
予
科
」
の
名
称
を
用
い
る
。

最
初
に
予
科
の
生
徒
と
な
っ
た
の
は
、
札
幌
学
校
時
代
に
予
備
級
生
徒
あ
る
い
は
通
学
生
徒
と
呼
ば
れ
て
い
た
十
余
名
で
あ
っ
た
。
当

初
生
徒
は
特
に
募
集
せ
ず
、
志
願
者
を
随
時
学
力
相
応
の
ク
ラ
ス
に
編
入
し
て
い
た
が
、

一
八
七
九
年
(
明
治
一
二
)
こ
ろ
よ
り
下
等
小

第2掌札幌農学校の設置

学
校
卒
業
程
度
の
者
を
対
象
に
生
徒
募
集
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
八
一
年
七
月
ま
で
に
予
科
へ
の
入
学
が
確
認
で
き
る
者
七
九
名
に
つ
い
て
そ
の
出
身
地
を
見
る
と
、
開
拓
使
(
北
海
道
〉
が
一
一
一
一
名

で
全
体
の
ほ
ぼ
四
割
を
占
め
、
静
岡
・
東
京
・
青
森
・
鹿
児
島
が
そ
れ
ぞ
れ
一
割
前
後
、
他
の
府
県
は
い
ず
れ
も
一
、
二
名
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
生
徒
中
に
、
旧
幕
臣
や
薩
摩
出
身
で
札
幌
ヘ
移
住
し
た
者
の
子
弟
が
多
く
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

教
授
科
目
は
和
漢
学
・
英
語
・
算
術
・
代
数
・
幾
何
・
地
理
・
歴
史
と
い
っ
た
普
通
学
で
あ
っ
た
。
駒
場
農
学
校
の
予
科
で
は
普
通
学

の
ほ
か
に
「
物
理
学
大
意
」

「
人
身
及
比
較
解
剖
及
生
理
」

「
普
通
化
学
初
歩
」
が
、

工
部
大
学
校
予
科
に
お
い
て
は
「
機
械
学
初
歩
」

「
理
学
初
歩
」
「
化
学
」
「
図
学
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
応
じ
た
基
礎
的
科
目
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
札
幌
農
学

校
予
科
の
教
育
内
容
は
一
般
的
な
中
等
教
育
機
関
と
大
差
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
予
科
の
授
業
は
邦
人
教
師
・
外
国
人
教

師
の
両
者
が
担
当
し
て
い
た
が
、
本
科
生
の
増
加
に
伴
い
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
〉
八
月
以
降
、

ほ
と
ん
ど
の
科
目
が
邦
人
教
師
に
よ

り
教
授
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



生
徒
の
異
動
は
激
し
く
、

さ
き
の
七
九
名
の
う
ち
中
途
退
学
者
は
ほ
ぼ
半
数
の
三
九
名
に
及
ん
で
い
る
。
落
第
者
も
多
い
。
開
校
か
ら

一
八
八
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
予
科
の
課
程
を
終
え
本
科
に
進
学
し
た
者
は
わ
ず
か
一
二
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
予
科
が
本
科

の
予
備
教
育
機
関
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
一
八
八
一
年
か
ら
は
修

学
年
限
を
四
年
間
に
延
長
し
、
同
時
に
科
目
中
に
「
農
業
現
術
」
と
体
操
が
加
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
一
八
八
五
年
ま
で
の
本
科

し
か
し
、

入
学
者
中
予
科
出
身
者
は
毎
年
数
名
で
、
過
半
は
他
学
校
の
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

生

徒

募

集

と

予
科
が
右
の
よ
う
な
情
況
で
あ
っ
た
た
め
、

し
ば
ら
く
の
聞
東
京
な
ど
の
他
学
校
か
ら
本
科
生
徒
を
募
集
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第1節札幌農学校の創設

初
期
の
生
徒
た
ち

一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
〉
は
、
東
京
大
学
予
備
門
お
よ
び
工
部
大
学
校
予
科
か
ら
主
に
生
徒
を
募
集
し
た
。
予

備
門
を
管
理
す
る
文
部
省
は
東
京
大
学
ヘ
進
学
す
べ
き
生
徒
を
割
譲
す
る
こ
と
に
消
極
的
ぜ
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
同
校
よ
り
一
一
名

(
毛
受
駒
次
郎
、
高
木
玉
太
郎
、
藤
田
九
三
郎
、
佐
久
間
信
恭
、
太
田
稲
造
、
宮
部
金
吾
、
岩
崎
行
親
、
内
村
鑑
一
二
、
永
井
於
菟
彦
、

足
立
元
太
郎
、

伊

藤
英
太
郎
)
、

工
部
大
学
校
予
科
か
ら
は
五
名
(
諏
訪
鹿
三
、
南
鷹
次
郎
、
伊
藤
鑑
太
郎
、
広
井
勇
、
町
村
金
弥
)
の
入
学
者
を
得
た
。
こ
の
と
き

入
学
し
た
宮
部
金
吾
は
生
徒
募
集
の
様
子
を
、
後
年
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

(
明
治
)
十
年
に
東
京
英
語
学
校
の
一
級
に
在
学
中
開
拓
使
の
官
吏
で
ク
ラ
l
ク
氏
の
通
弁
を
つ
と
め
て
お
っ
た
堀
誠
太
郎
と
い
ふ
人
が
学
校
に

来
て
一
級
と
二
級
の
何
れ
か
に
あ
る
生
徒
な
ら
ば
無
試
験
で
札
幌
農
学
校
に
入
学
を
許
可
す
る
故
応
募
せ
よ
と
教
室
に
来
て
一
場
の
面
白
い
演
説
を

し
た
、
札
幌
に
お
け
る
当
時
の
学
生
生
活
の
模
様
、
開
拓
使
の
生
徒
に
対
す
る
待
遇
等
く
は
し
く
語
り
関
せ
ら
れ
た
為
め
大
に
心
を
動
す
人
も
あ
っ

て
、
意
を
決
し
て
僕
と
共
に
札
幌
農
学
校
に
来
る
様
に
な
っ
た
の
は
十
四
五
名
、
そ
の
中
に
は
内
村
、
新
渡
戸
、
岩
崎
、
藤
田
(
九
三
郎
)
足
立
等

が
あ
っ
た

(
宮
部
金
吾
「
思
ひ
出
の
ま
L
」

『
文
武
会
主
報
』
第
五
五
号
、

一九
O
八
年
〉

4ラ

こ
の
ほ
か
長
崎
英
語
学
校
か
ら
二
名
(
西
村
規
矩
、
村
岡
久
米
一
)
入
学
し
た
が
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
募
集
に
応
じ
た
の
か
明



、
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ら
か
で
な
い
(
グ
ラ
I
ク
は
帰
国
前
の
一
八
七
七
年
五
月
初
め
に
長
崎
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
そ
の
と
き
彼
に
同
行
し
た
堀
誠
太
郎
が
募
集
し

た
の
で
あ
ろ
ラ
か
)
。
な
お
以
上
の
一
人
名
の
ほ
か
に
九
月
に
一
名
、
(
川
口
宗
時
)
、
十
月
に
一
名
(
奥
田
直
張
)
が
私
費
生
徒
と
し
て
入
学
し

て
い
る
。

一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
〉
に
は
、
初
め
て
予
科
か
ら
四
名
(
中
根
明
、
堀
宗
一
、
小
島
喜
作
、
調
所
恒
徳
)
の
本
科
入
学
者
を
出
し
、
こ
れ

と
他
学
校
か
ら
募
集
し
た
一
四
名
(
小
林
秀
太
郎
、
栂
野
四
男
吉
、
斎
藤
祥
三
郎
、
高
岡
直
吉
、
高
木
資
斌
、
伊
吹
鎗
造
、
原
田
成
貞
、
杉
山
清
利
、

久
島
重
義
、
赤
壁
二
郎
、
尾
泉
良
太
郎
、
大
津
和
多
理
、
武
藤
亥
三
郎
、
隈
元
宗
正
)
と
合
わ
せ
て
、

の
回
想
に
あ
る
よ
う
に
前
年
は
無
試
験
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
か
ら
は
入
学
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
人
名
が
入
学
し
た
。
な
お
さ
き
の
宮
部

第2掌札幌農学校の設置

こ
の
年
で
本
科
生
徒
は
定
員
の
五

O
名
に
ほ
ぼ
達
し
た
た
め
、
翌
一
八
七
九
年
の
生
徒
募
集
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
官
費
生
制

度
の
適
用
も
一
八
七
八
年
ま
で
に
入
学
し
た
者
に
限
ら
れ
、
一
八
八

O
年
か
ら
は
別
に
貸
費
生
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
学

資
・
生
活
費
な
ど
と
し
て
一
カ
月
九
円
を
生
徒
に
貸
与
し
、
卒
業
後
月
賦
返
還
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
貸
費
生
に
は
卒
業
後
の
開

拓
使
ヘ
の
勤
務
や
北
海
道
に
編
籍
す
る
と
い
っ
た
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
八
八
一
年
四
月
か
ら
貸
費
額
は
一
一
一
円
と
な
っ
た
)
。

生
徒
募
集
も
一
九
八

O
年
か
ら
公
募
を
原
則
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
六
月
に
は
「
今
般
札
幌
農
学
校
ニ
於
テ
本
科
貸
費
生
十
余
名

召
募
候
-
一
付
、
志
願
ノ
者
ハ
願
書
ニ
学
業
履
歴
書
ヲ
添
へ
、
来
ル
六
月
三
十
日
限
芝
公
園
地
内
当
使
出
張
所
エ
願
出
ツ
ヘ
シ
」
と
い
う
広

告
が
、
当
時
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
入
学
資
格
は
年
齢
一
六
歳
以
上
で
「
身
体
壮
健
ニ
シ
テ
種
痘
或
ハ
天
然
痘
ノ
済
ミ
タ
ル
モ

ノ
」
と
し
、
試
験
科
目
は
英
語
・
地
理
・
万
国
史
・
算
学
・
漢
学
の
五
科
目
で
、
試
験
は
札
幌
と
東
京
で
行
わ
れ
た
。
応
募
者
が
全
体
で

ど
の
程
度
い
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
東
京
で
は
二
十
数
名
が
応
募
し
、
そ
の
う
ち
一
一
名
(
渡
瀬
庄
三
郎
、
岡
文
二
郎
、
細
川
文
五
郎
、
武
信

由
太
郎
、
福
原
鉄
之
助
、
河
村
九
淵
、
手
島
十
郎
、
中
川
太
郎
、
本
土
源
次
郎
、
菊
池
熊
太
郎
、
里
山
宮
武
雄
)
が
合
格
し
た
。
札
幌
で
は
九
名
(
早

川
鉄
調
、
頭
木
元
貞
、
三
増
粂
吉
、
毛
利
鶴
次
郎
、
中
根
寿
、
佐
瀬
辰
三
郎
、
志
賀
重
昂
、
山
下
敬
太
郎
、
結
城
祥
吾
)
が
合
格
し
、
合
計
二

O
名
が



入
学
し
て
い
る
。

一
八
八
一
年
ま
で
に
本
科
に
入
学
し
た
者
一

O
二
道
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
傾
向
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
入
学
時
の
年
齢
は
一

六
1
一
八
歳
の
者
が
大
半
を
占
め
、
六
二
名
に
の
ぼ
る
(
最
高
二
二
歳
、
最
低
一
五
歳
、
不
明
一
一
一
一
名
)
。
身
分
は
士
族
七
二
名
、
平
民
一
九

名
、
華
族
一
名
で
あ
る
(
不
明
一

O
名
)
。
出
身
地
は
東
京
が
最
も
多
く
一
六
名
で
、
次
い
で
静
岡
九
名
、
北
海
道
八
名
、

山
口
・
高
知
各

五
名
、
官
域
・
新
潟
・
島
根
・
鹿
児
島
各
四
名
と
な
っ
て
い
る
(
そ
の
他
三
九
名
、
不
明
四
名
〉
。
ま
た
出
身
校
は
、
東
京
英
語
学
校
|
東

京
大
学
予
備
門
が
四
一
名
で
最
も
多
い
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
札
幌
学
校
|
札
幌
農
学
校
予
科
の
二
五
名
、

工
部
大
学
校
予
科
五
名
、
大
坂

札幌農学校の創設

英
語
学
校
・
愛
知
県
中
学
校
各
三
名
で
、

ほ
か
に
官
公
立
の
学
校
や
慶
応
義
塾
な
ど
の
私
立
学
校
か
ら
十
余
名
が

λ
学
し
て
い
る
(
不
明

-
三
名
)
。

一
六

1
一
八
歳
で
、

士
族
で
あ
り
、
以
前
東
京
英
語
学
校
や
大
学
予
備
門
に
学
ト
仰
で

つ
ま
り
、
農
学
校
入
学
者
を
大
ま
か
に
見
る
と
、

い
た
者
が
多
か
っ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
彼
ら
を
し
て
農
学
校
に
入
学
さ
せ
た
動
機
、
特
に
東
京
大
学
へ
進
学
す
べ
く
大
学
予
備

門
に
入
っ
た
生
徒
が
、
札
幌
農
学
校
へ
転
学
じ
た
動
機
は
何
だ
っ
た
の
か
。

第 l節

『
創
基
五
十
年
記
念
北
海
道
帝
国
大
学
沿
羊
史
』
に
は
、
東

「
此
等
応
募
生
は
:
:
:
北
方
開
拓
の
雄
図
止
み
難
く
(
東
京
英
語
学
校
の
〉
校

長
を
始
め
諸
教
官
の
諌
止
に
耳
を
仮
き
ず
、
断
然
校
を
退
い
て
渡
道
す
」
ど
あ
る
。
一
期
生
大
島
正
健
は
農
学
校
入
学
志
願
者
を
「
物
好

き
な
学
生
」
と
呼
び
、
二
期
生
南
鷹
次
郎
は
t

「
夫
れ
に
北
海
道
と
去
ふ
か
ち
尚
面
白
い
」
と
自
ら
の

λ
学
の
動
機
を
語
っ
て
い
る
よ
う

に
、
開
拓
も
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
北
海
道
に
は
、
当
時
の
血
気
盛
ん
な
青
年
た
ち
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
と

京
英
語
学
校
よ
り
札
幌
農
学
校
に
移
っ
た
生
徒
に
つ
い
て
、

同
時
に
、
官
費
生
・
貸
費
生
と
い
っ
た
学
資
を
給
貸
与
す
る
制
度
も
、
苦
学
生
に
は
入
学
の
動
機
の
重
要
な
一
部
と
な
っ
て
い
た
。
工
部

大
学
校
の
官
費
生
徒
と
な
れ
な
か
っ
た
南
や
同
じ
二
期
生
の
町
村
金
弥
は
、
農
学
校
官
費
生
徒
募
集
会
]
「
吉
報
」
と
受
け
取
り
、
た
だ
ち

47 

に
応
募
し
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節

札
幌
農
学
校
の
教
育
と
生
活

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成

札
幌
農
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
教
頭
グ
ラ

1
ク
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
。
既
に
開
拓
使
で
は
専
門
科
設
置

準
備
の
段
階
で
、
独
自
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
作
成
し
て
い
た
。
そ
の
作
成
に
は
マ
サ
チ
ュ

l
セ
y

ツ
農
科

大
学
留
学
経
験
者
で
あ
る
湯
地
定
基
や
堀
誠
太
郎
が
携
わ
っ
て
お
り
、

モ
デ
ル
と
さ
れ
た
の
は
同
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
想
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
現
職
の
学
長
で
も
あ
る
ク
ラ
l
グ
が
、
札
幌
農
学

札幌農学校の設置

校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
酷
似
し
た
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
(
表
2

1

参
照
)
。

札
幌
農
学
校
の
教
科
目
に
つ
い
て
、
英
語
の
比
重
が
大
き
く
、

か
っ
そ
の
中
に
弁
論
・
討
論
関
係
の
科
目
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
人

文
社
会
科
学
系
科
目
が
少
な
く
な
い
こ
と
、

ま
た
兵
学
が
採
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
、
と
従
来
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か

第2章

に
そ
れ
ら
の
科
目
は
当
時
の
日
本
の
高
等
教
育
機
関
、
特
に
自
然
科
学
を
専
門
と
し
た
駒
場
農
学
校
や
工
部
大
学
校
に
比
し
て
特
異
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
特
異
性
は
グ
ラ
l
グ
個
人
の
独
創
と
い
う
よ
り
も
、
彼
が
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

農
科
大
学
と
同
じ
理
念
で
札
幌
農
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
結
果
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
方
が
妥
当
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
し
て
そ
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
次
の
よ
う
な
発
想
で
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

我
々
の
理
解
し
て
い
る
第
一
の
義
務
は
、
当
大
学
(
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
)
を
紛
れ
も
な
い
農
業
の
教
育
機
関
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
教
育
課
程
は
、
こ
れ
を
忠
実
に
修
め
る
場
合
、
す
べ
て
の
卒
業
生
が
農
場
に
お
い
て
自
分
で
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
が
い
か
に
広
く
て
も
管
理
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
科
学
的
、
実
際
的
農
民
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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表2-1 マサチューセッツ農科大学と札幌農学校のカリキュラム

マサチューセッツ農科大学 !札幌農学校

第1期-ChemicalPhysics， 5 ; Hu司 第 1期 AIgebra， including Loga司

man Anatomy， Physiology and Hy- I rithms， 6 Chemical Physics and In-
giene， 3 ; AIgebra， 5 ; English， 2; I organic Chemistry， 6 English， 6 

ー IAgriculture， 3 Declamation， 1 I ]apane只 4; Military Drill， 2 ; Man-
F肝re白e仔吋-har凶 Drawing， 2 Military I ual Labor， 6. 
Drill， 4 Manual Labor， 6. 第2期 Geometryand Conic Sec-

第2期-InorganicChemistry， 4 ; tions， 6 ; Organic and Practical Chem-

Hurnan Anatomy， Physiology and 凶 ry，8 Agriculture， 4 English， 

Hygiene， 3 Geometry， 5 Agri- 2; Elocution， 2 Freehand and 

∞ltu陀， 4 ; English， 2 Eloωtion， I Geometrical Drawing， 3 Military 
1 ; Free-hand Drawing， 4 Military I Drill， 2 Manual Labor， 6. 

Drill， 4. 
第3期一Organicand Practical 

年 I Cαhe児lem臼釦mis
5 ; Eloα∞1辻tiぬon刊1，1 ; Agri詑cu叫lt加ur児e，2 
Military Drill， 4 Manual Labor， 

6. 

第 1期-Agriculturaland Analyt司|第 1期 Agricultural and Analyti-

ical Chemistry， 8 Analytical I cal Chemistry， 8 Botany， 3 Hu-
Geometry，4; French， 5 ; Agricuト Iman Anatomy and Physiology，3 ; En-
ture， 2 Declamation， 1 Mili- I glish， 2 Elocution， 2 Agriculture， 
tary Drill， 4 Manual Labor， 6. r 4 Military Drill， 2 Manual Lab-

第2期 QuantitativeChemical I or， 6. 
Analysis， 7 Trigonometry， 5 第 2期-Trigonometry and Survey-

French， 4 ; Agricultur巴， 4 Decla慣 ing，6 ; Quantitative Analytical Chem-

mation， 1 Military Drill， 4. istry， 8 ; Botany， 4 ; Agriculture， 2 ; 

第3期 Zoology，5; Surveying， I English and ]apanese Translations， 2 ; 
年 5 Agricultt町 2 Engl凶， 3 I Mathematical Drawing and Plot凶tm口1

Declamation， 1 Drawing， 4 I 3 Military Drill， 2 Manual 
Military Drill， 4 Manual Labor， I Labor， 3. 

6. 

第1期-German，5 Mechanics，第1期-Mechanics，6 Zool口gy，

5 Entomology and Zoology， 3 I 3 Botany， 3 Fruit Culture， 3 
Market Gardening， 2 Levelling I English， 4 ]apanese， 2 Military 
and Drawing， 5 Military Drill， I Drill， 2 Manual Labor as required. 
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第 2期~Astron6my a:nd Topogra司

phy， 6 Stock and Dairy Farming， 

3 HistoηT of English Literature， 

6 ; Limdscape Gardening， 3 ; English 

and ]apanese Compositions and Trans-

lations， 2 ; Military DriII， 2 ; Mechan-

ical and Topographical Drawing， 3. 

札幌農学校の設置

3 乱1anualLabor， 6. 

第2期一German，4; Physics， 

5 Botany， 4 Microscopy， 2 

Drawing， 4 Agricultural Debate， 

1 Military DriII， 4. 

第3期 German，4 ; Astronomy， 

4 ; Botany， 4 ; Topographical Sur-

veying， 4 Stock and Dairy Farm-

ing， 2 Military DriII， 4 Man-

ual Labor， 6. 

第2章

年

第 1期-Physics，6 Veterinary 

Science and Practice， 6 ; Geology， 4 

Book-keeping， 4 Extempore Debate， 

2 ; Microscopy， 3 Military DrilI， 

2. 

第2期-Roads，Railroads and Hy-

draulic Engineering， 6 Mental Sci・

ence， 4 ; Political Economy， 4 ; Orig・

inal Declamations， 1 Militaγy DrilI， 

2. 

第 1期-EnglishLiterature， 4 

Botany， 2 Veterinary Science， 3 

Book-keeping， 2 Roads and Rail司

roads， 5 Drawing， 2 Original 

Declamation， 1 Military DriII， 3 . 

第2期-EnglishLiterature， 4 

Mental Science， 4 Arboriculture， 

2 ; Veterinary Science，3 ; Drawing， 

4 Military DriII， 4. 
第3期-VeterinaryScience， 3 

Geology， 3 Landscape Gardening， 

2 Rural Law， 1 Lectures on 

English Language， 2 Agricultural 

Review， 4 Military DrilI， 4 . 

四

年

備考 ThirteenthAnnual Report of Massatusette Agricultural College (1876)，および

First Annual Report of Sapporo Agricultural College (1877)より作成。両者とも

タラータの編纂したもので、ある。数字は一週当たりの時間数

し
か
し
、
我
々
の
義
務
は
こ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
他
の
諸
大
学
と

同
様
の
時
聞
を
か
け
学
生
の
教
育

を
完
成
す
る
た
め
に
、
こ
の
教
育

課
程
は
教
育
の
大
い
な
る
目
的
、

す
な
わ
ち
、
知
性
の
最
高
の
訓

練
、
肉
体
の
健
全
な
発
達
を
促
す

鍛
練
、
お
よ
び
美
的
、
道
徳
的
溜

養
の
三
つ
を
達
成
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
ジ
ョ
ン
・
エ

ム
・
マ
キ
著
、
高
久
真
一
訳
『
ク

そ
の
栄
光
と
挫
折
』
北

大
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
、

一一

O
l
一
一
一
ペ
ー
ジ
)

ラ

I
ク

す
な
わ
ち
、
農
業
教
育
の
み
な
ら

ず
知
育
・
徳
育
・
体
育
と
い
っ
た
全

人
的
教
育
が
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
っ
て
目
指
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る。
し
か
し
な
が
ら
、
札
幌
農
学
校
の



授
業
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ど
お
り
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

し
か
も
毎
年
の
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
入
学
年

度
の
違
い
に
よ
り
生
徒
た
ち
が
履
習
し
た
科
目
お
よ
び
時
間
数
は
同
一
で
は
な
か
っ
た
。

授
業
と
試
験

外
国
人
教
師
に
よ
る
講
義
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
た
。
生
徒
は
教
師
の
口
述
を
筆
記
し
、
寄
宿
舎
に
帰
っ
た
後
に
そ

れ
を
ノ

I
ト
に
浄
書
し
、
さ
ら
に
そ
の
ノ

I
ト
を
教
師
が
点
検
し
て
誤
り
を
修
正
す
る
と
い
っ
た
形
で
授
業
は
進
め
ら

れ
た
。
す
べ
て
の
科
目
で
教
科
書
が
使
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ベ
ン
ハ
ロ
ー
が
ウ
ェ
ル
ズ
や
フ
ォ

l
ン
ズ
の
化
学
書
を
教
科
書
・

参
考
書
と
し
た
こ
と
や
、
植
物
学
で
は
グ
レ
ー
や
ベ

γ

シ
I
の
植
物
学
書
の
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
当
時
の

札幌農学校の教育と生活

農
学
校
の
蔵
書
目
録
を
見
る
と
左
記
の
書
籍
が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
教
科
書
や
参
考
書
と
し
て
使
わ
れ
た
可
能
性
は
大
き
い
。

第2節

。-回同一
r
J司・
ω・
ωロ「
2
5九
回
目
。
宅
百
戸
出
窓
S
E
-
G
O
)
・
司
cd〈ロ巾
ω
ゅ
の
・
巴
m
E
8
5
0同
(
U
F
O
B
E
q
G
S
・

切

c
gロ可

(NO〉
・
百
円
nrns-rHW・
〉
5
5
5可
B
L
H
ι
r
3
5
-
c
m『
(NH)
・
河
口
『
5
8
P
国
-
Z・
の
g
E
2
q
g門戸

河口
Z
m
o
p
z・2
・
P
R
ω
巾2
5
5
8仏
〉
g
-
3
5一の
8

2
ミ
(
N
S
・
巧
ミ
-
g弁
明

-
v
e
g
-
ω
口
H
g
m
m
(忌
)
・
垣
内
}{m・
o-〉
・
】
ι
5
2
1
2

0
h
(
U
Z
B
E
q
(
H
U
)
・
司
自
門
同
庁
5
P
開・
ζ
・
ω口-
g
E
H口
〉
m
ユn
c
-
E
B
G
O〉
・
り
D耳ロ
gmw
〉
・
』
・
下
回
昆
回
口
同
町
問
。
日
ι
g
5
m
g
L
河口同国-〉同
nra

z
z
H
O
(
H
3
・
。
guJ
〉
-
z
o
d〈円
mmmDロ
回
目
邑
冨
8
5
-
o同回
2
8可
(NO)・
出
2
8・
』
・
宮
g
g
-
E丘
0
8
H
U
E
o
s
-
』orEmDPω
・4
ぐ
-

E
C君
。
5
℃目

F
E
o
s
-
Z
R
F
G一8
3
戸
〉
-Ng-cmu、
2
3・
句
SAg-L可
wω
・国
-
E
O
B
g
g
o
h
〉浮
8
5
2可
(
H
S
・

Hr同
『
お
〉
-
F
・

巴巾
B
g
g
c
h
H
U
D
-
-
z
s
-
同

g
p
D
B可
(
H
S・

HirEw
一「・目。宅

g

d目
円
ぽ
云
E
D
R
0
3
0
5・
∞
BEY-
岡山・

ω・、吋口町
O同
E司
r-g-
ロ
5
5ロ問

。
∞
)
・
吋
}MOBB-H・
』
・
〉
B
R
Eロ
F
E
n
z
-
Z江
2
2
3・
当
宮
内
-
F
H・
回
・
ロ
ヨ
-
E
m吉
岡
巾
江
口
開
会
自
)
・

ρ
E
L
F
2
Zゅ
の
roB呂田】〉ロ臼]可回一回

(H由)・

。
gup
〉
E-
円
。
自
己
百
回
目

吋口問。ロ
C
5
2
q
G
3・

当
H
E
W
E・、『
ωゲ
Z

E

E
-
一OHWJ司
-
k
r
・
(
U
Z
E
E
-
一E
E
B
(
N
O〉
t
E
-
-
2・
当
・
〉
・
同
目
。
布
告
口

(UZ呈
喜
吋

(NO)
・

(
『
札
幌
農
費
年
報
』
所
収
の
蔵
書
目
録
よ
り
抄
出
し
た
。
か
っ
こ
内
は
所
蔵
部
数
。
書
名
表
記
は
原
史
料
の
ま
ま
)

周
知
の
よ
う
に
、

一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)
に
来
日
し
た
モ
l
ス

2
・ω・冨
2
自
)
に
よ
っ
て
、
ダ
l
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
が
紹
介
さ

ラI

『
種
の
起
源
』

(同，
F
目
。
ュ
巴
ロ

ohω
完
丘
町
田
)

は
農
学
校
の
蔵
書
中
に
も
開
校
後

れ
、
そ
れ
は
日
本
の
知
識
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
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間
も
な
く
加
え
ら
れ
、

ペ
ソ
ハ
ロ
ー
は
植
物
学
講
義
の
中
で
自
然
淘
汰
に
言
及
し
、
動
物
学
を
担
当
し
た
カ
ッ
タ
ー
も
講
義
の
中
で
進
化

論
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

北
海
道
は
道
南
地
方
を
除
き
稲
作
に
は
適
さ
な
い
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
当
初
農
学
講
義
の
中
で
は
稲
作
に
つ
い
て
は
全
く
触

れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
稲
作
を
主
内
容
と
す
る
「
日
本
農
学
」
が
閑
語
さ
れ
た
の
は
一
八
八
五
年
(
明
治
一
八
〉
で
、
助
教
南
鷹
次
郎

が
担
当
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
必
ず
し
も
北
海
道
で
の
稲
作
を
目
指
し
て
開
講
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
北
海
道
外
に
就
職
し
た
卒
業
生
の

「
母
校
は
稲
を
作
る
こ
と
を
教
え
な
い
の
で
駒
場
出
の
者
に
圧
倒
さ
れ
る
。
米
国
式
だ
け
で
は
困
る
か
ら
、
札
幌
農
学
校
で
も
稲
を
作
る

こ
と
だ
け
は
教
え
て
く
れ
」
と
の
強
い
要
望
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

第2章札幌農学校の設置

試
験
は
各
期
末
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
『
札
幌
農
豊
年
報
』
に
公
表
さ
れ
た
。
年
度
末
試
験
の
際
は
各
科
目
の
成
績
優
等
者
二
名
に

賞
金
が
与
え
ら
れ
た
。

一
八
七
七
年
は
一
等
八
円
、
二
等
四
円
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
一
等
七
円
、
二
等
三
円
五

O
銭
と
な
り
、
七
九
年
か

ら
は
五
円
と
二
円
五

O
銭
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
八

O
年
の
三
年
生
の
試
験
で
は
内
村
鑑
三
が
五
科
目
中
四
科
目
で
一
等
と
な
り
賞
金
二

一
方
試
験
の
結
果
、
学
力
不
足
と
さ
れ
た
者
に
は
退
学
が
命
ぜ
ら
れ
、

一
八
七
七
年
二
月
に
二
名
(
上
村
行
孝
・
玉
置

O
円
を
獲
得
し
た
。

恭
三
郎
)
、
同
年
十
二
月
に
二
名
(
奥
田
直
張
・
川
口
宗
時
)
、

一
八
八
一
年
一
月
に
四
名
(
築
瀬
真
・
小
関
義
信
・
但
木
橘
次
・
竹
川
庄
蔵
)
が

農
学
校
を
去
っ
て
い
る
。

農

業

実

習

校
園
で
の
農
業
実
習
も
学
業
の
重
要
な
一
環
と
な
っ
て
い
た
。
実
習
時
間
は
週
に
二
回
各
三
時
間
と
い
う
の
が
普
通
で

あ
る
。

実
習
内
容
は
、
開
墾
や
排
水
溝
の
掘
削
な
ど
の
肉
体
労
働
、
播
種
・
刈
取
な
ど
の
農
作
業
、
農
園
管
理
法
の
伝
習
、
あ
る
い
は
生
徒
に

一
定
の
試
作
地
を
与
え
、
「
玉
萄
黍
ノ
栽
植
-
一
適
良
ナ
ル
距
離
ハ
如
何
ン
」
「
甜
菜
ノ
肥
料
-
一
緋
搾
糟
ヲ
用
フ
ル
功
能
如
何
ン
」
「
校
園
中

植
物
ノ
養
料
タ
ル
元
素
中
最
モ
欠
乏
セ
ル
モ
ノ
ハ
何
ヤ
」
と
い
っ
た
問
題
を
設
定
し
、
試
験
栽
培
を
行
わ
せ
る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て



、n
-
0

3
u
v
み
れ実

習
時
間
一
時
間
に
つ
き
五
銭
の
割
で
、
生
徒
に
賃
金
が
支
払
わ
れ
た
。
豚
小
屋
掃
除
な
ど
の
場
合
に
は
さ
ら
に
高
額
で
あ
っ
た
と
い

ぅ
。
こ
れ
も
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
方
法
に
倣
っ
た
も
の
で
、
そ
の
導
入
意
図
を
二
代
目
校
園
監
督
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

是
レ
其
給
料
ノ
為
メ
ニ
非
ス
シ
テ
、
勤
労
ノ
習
慣
ヲ
養
成
シ
金
銭
使
用
ノ
経
済
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
カ
為
メ
ノ
目
的
ニ
出
ツ
ル
ナ
リ
。
是
レ
ヲ
以
テ
生

徒
ハ
金
銭
ヲ
得
ン
ト
欲
セ
ハ
努
力
セ
ザ
ル
可
ラ
サ
ル
ヲ
知
り
、
遂
-
二
層
其
貴
重
ナ
ル
ヲ
覚
ル
コ
ト
ナ
リ
。
生
徒
ヲ
シ
テ
有
用
ノ
人
民
或
ハ
官
吏
タ

札幌農学校の教育と生活

ラ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
其
幼
年
ノ
時
-
一
在
テ
勤
労
ト
金
銭
ヲ
節
用
ス
ル
ト
ノ
習
慣
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
。
故
一
一
余
ハ
暑
中
ノ
休
暇
間
ニ
モ
他
ニ
事

業
ナ
キ
ノ
生
徒
ニ
シ
テ
自
ラ
之
ニ
従
事
ス
ル
ヲ
好
ム
者
ハ
皆
校
園
ニ
於
テ
農
業
ヲ
ナ
サ
シ
メ
タ
リ
。

(
ブ
ル
ッ
ク
ス
「
農
学
科
報
文
」
『
札
幌
且
尻
島
買
第
二
年
報
』
六
二
|
六
三
ペ
ー
ジ
)

つ
ま
り
そ
れ
は
、
生
徒
に
勤
労
の
習
慣
を
養
い
、
労
働
と
そ
の
対
価
と
し
て
の
報
酬
の
意
味
を
体
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
き
わ
め
て
教

育
的
意
図
に
発
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第2節

兵
学
教
育
の
開
始

兵
学
は
、
当
初
か
ら
本
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
が
ら
し
ば
ら
く
の
間
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
早
期
開
講
を
強
く
求
め
た
の
は
二
代
目
教
頭
ホ
イ
l
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
教
師
と
し
て
ウ
エ
ス
ト
・

ポ
イ
ン
ト
(
米
国
の
陸
軍
土
官
学
校
)
出
身
者
を
招
轄
す
る
こ
と
も
要
望
し
た
が
、
こ
れ
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
少
尉
加
藤
重
任
を
教
師
に
迎
え
、

フ
ラ
ン
ス
式
日
本
帝
国
陸
軍
の
制
式
に
の
っ
と
っ
て
兵
学
教
育
が
開
始
さ
れ

た
の
は
、
演
武
場
落
成
後
の
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
)
十
二
月
で
あ
る
。
我
が
国
の
学
校
で
兵
式
体
操
が
一
般
的
と
な
る
の
は
、
文
部

大
臣
森
有
礼
が
高
等
師
範
学
校
に
対
し
て
そ
れ
を
行
う
よ
う
訓
令
し
た
一
八
八
六
年
五
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
農
学
校
に
お
け
る

ラ3

兵
学
教
育
の
導
入
は
そ
れ
よ
り
七
年
半
ほ
ど
早
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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教
授
内
容
は
、
生
兵
学
・
小
隊
学
・
中
隊
学
・
生
兵
撤
兵
・
小
隊
撤
兵
・
大
隊
運
動
な
ど
歩
兵
操
練
を
中
心
と
し
、
ほ
か
に
射
的
・
臨

時
築
城
法
大
略
・
射
的
学
大
意
・
歩
兵
編
制
法
・
行
軍
哨
兵
及
宿
営
法
の
実
技
・
講
義
が
あ
り
、
各
学
年
と
も
原
則
と
し
て
週
二
時
間
行

わ
れ
た
。
操
練
の
た
め
の
装
備
と
し
て
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
銃
・
胴
乱
・
背
嚢
・
ラ
ッ
パ
・
士
官
用
侃
剣
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
後
に
は
屯
田
事

務
局
か
ら
大
砲
を
借
り
受
け
砲
兵
術
の
訓
練
も
な
さ
れ
て
い
る
。
平
時
の
操
練
は
屋
外
で
行
っ
た
が
、
雨
天
や
降
雪
時
に
は
演
武
場
二
階

札幌農学校の設置

の
練
兵
場
が
使
用
さ
れ
た
。
時
に
は
市
街
の
武
装
行
進
ゃ
、
実
弾
射
撃
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
兵
学
教
育
を
開
始
し
た
目
的
は
、
、
「
一
一
ハ
生
徒
ノ
健
康
ヲ
増
益
シ
、
一
ハ
有
事
ノ
日
能
グ
士
宮
タ
ル
ニ
堪
ユ
ル
ノ
人
物
ヲ

養
成
ス
ル
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
は
余
り
あ
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
八

O
年
一
月
教
頭
心
得
ベ
ン
ハ
ロ
ー

は
、
運
動
不
足
の
た
め
生
徒
に
欠
席
者
の
多
い
こ
と
を
調
所
校
長
に
訴
え
、
そ
の
結
果
兵
学
の
時
間
内
で
体
操
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
加
藤
に
代
わ
り
一
八
八
四
年
か
ら
兵
学
を
担
当
し
た
退
職
陸
軍
大
尉
高
田
信
清
は
、
兵
学
教
育
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
、
嘆
息

第2章

し
て
い
る
が
、
生
徒
は
こ
の
科
目
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
。

儲
バ
各
級
生
徒
ノ
身
体
如
何
ヲ
顧
ル
ニ
、
数
年
間
恥
力
説
和
一
世
其
心
ヲ
費
セ
シ
ヨ
リ
一
週
二
時
間
ノ
演
武
(
練
兵
〉
御
実
施
相
成
居
候
得
共
、

B
d

し
か
の
み
な
ら
ず

只
一
週
二
回
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
心
ヲ
演
武
ニ
僑
セ
シ
ム
ル
者
ナ
キ
哉
、
意
弦
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
運
動
ヲ
ナ
ス
モ
其
効
験
ナ
キ
ニ
似
、
加
之
運
動
寛
慢
ナ

い

わ

ゆ

る

〔

マ

マ

〕

ル
ヨ
リ
身
体
軟
弱
ニ
陥
ラ
シ
ム
ル
乎
、
所
謂
文
学
生
徒
ノ
倣
ナ
リ
ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
既
-
一
一
頃
日
演
武
ノ
時
間
僅
カ
ニ
一
時
ナ
ル
モ
其
疲
労
甚
シ

ゐ

あ

キ
ニ
似
、
或
ハ
休
憩
ヲ
乞
フ
人
ア
リ
、
或
ハ
汗
酒
其
労
ヲ
凌
ク
者
ア
リ
。
鳴
呼
命
ヲ
奉
シ
教
練
ヲ
始
メ
テ
以
来
殆
ン
ト
四
十
余
日
ニ
至
ル
モ
、
身
体

前
日
ニ
異
ナ
ラ
ス
、
旦
ツ
実
科
ノ
進
歩
モ
為
メ
ニ
薄
ラ
シ
ム
。

(
『
札
幌
農
学
校
史
料
』
五
六
九
)

一
八
八
四
・
八
五
年
の
卒
業
生
に
は
「
歩
兵
操
練
科
卒
業
証
」
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
八
八
三
年
に
改
正
さ
れ
た
徴
兵
令
中
に
、

「
官
公
立
学
校
:
:
:
ノ
歩
兵
操
練
科
卒
業
証
書
ヲ
所
持
ス
ル
者
ハ
」
服
役
期
聞
を
短
縮
す
る
こ
と
が
あ
る
と
の
規
程
が
あ
っ
た
た
め
、
急

き
ょ
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
。

一
八
八
五
年
七
月
、
「
瀞
泳
漕
舟
術
演
習
概
則
」
が
定
め
ら
れ
、
同
年
夏
期
休
暇
中
石
狩
川
河
口
で
一
週
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聞
に
わ
た
り
水
泳
と
漕
舟
の
実
習
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
が
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

ネ

こ
の
「
概
則
」
は
当
時
内
閣
顧
問
で
あ
っ
た
黒
田
清
隆
の
要
望
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。
一
八
八
五
年
三
月
こ
ろ
、
黒
田
は
文
部
省
御
用
掛
森
有
礼

と
対
談
し
て
い
る
が
、
そ
の
席
で
森
は
「
学
校
生
徒
近
来
ノ
動
作
ヲ
視
ル
ニ
概
ネ
文
弱
-
一
流
ル
、
ノ
弊
ア
リ
。
故
-
一
武
技
ハ
教
科
中
ニ
於
テ
欠
ク
ヘ

カ
ラ
サ
ル
ノ
モ
ノ
ト
ス
。
然
レ
ト
モ
一
般
ニ
施
行
ス
ル
ハ
即
今
行
ハ
レ
難
キ
所
ア
リ
、
可
成
師
範
学
校
マ
テ
ナ
リ
ト
モ
此
一
科
ヲ
設
ケ
度
希
望
セ
リ
。

札
幌
農
校
ハ
夙
ニ
武
芸
ノ
一
科
ヲ
設
ケ
生
徒
ヲ
シ
テ
繰
練
ノ
術
ヲ
講
習
セ
シ
ム
ル
ハ
、
特
ニ
筋
骨
ヲ
強
健
ニ
シ
気
力
ヲ
総
達
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
、
有
事
ノ
日
国
民
ノ
義
務
ヲ
奉
ス
ル
ニ
於
テ
其
禅
益
砂
カ
ラ
ス
。
実
ニ
本
邦
学
校
ニ
武
技
ヲ
加
フ
ル
ノ
鳴
矢
ト
言
フ
ヘ
シ
」
(
『
札
幌
農
学
校
史

料
』
五
八
五
)
と
、
農
学
校
の
兵
学
教
育
に
注
目
し
、
師
範
学
校
に
「
武
技
」
を
導
入
す
る
意
図
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

第2節札幌農学校の教育と生活

札
幌
農
学
校
第
一
回
卒
業
式
は
一
八
八

O
年
(
明
治
二
一
一
)
七
月
十
日
に
行
わ
れ
た
。
午
後
三
時
、
兵
学
教
師
加
藤
重

業

式

卒

任
の
指
揮
に
よ
る
本
科
生
全
員
の
歩
兵
操
練
が
あ
り
、
次
い
で
四
時
か
ら
卒
業
生
の
う
ち
六
名
に
よ
る
次
の
よ
う
な
卒

業
演
説
が
な
さ
れ
た
。

農
ハ
職
業
中
ノ
最
モ
有
用
最
モ
健
全
ナ
ル
最
モ
貴
重
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
(
日
本
語
)

渡
瀬

寅
次
郎

北
海
道
ノ
農
業
ヲ
改
良
ス
ル
ハ
学
術
ヲ
以
テ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
(
英
語
)

田

瀞

内

戦
争
ナ
ケ
レ
ハ
勝
利
ヲ
得
ル
ナ
シ
(
日
本
一
語
)

大

島

正

健

小

野

兼

基

北
海
道
ノ
農
業
(
英
語
)

北
海
道
殖
民
論
(
日
本
語
)

佐

藤

昌

介

協
同
ハ
以
テ
百
事
ヲ
成
ス
ヘ
シ
(
英
語
)

荒

川

重

秀

そ
の
後
、
優
等
生
徒
へ
の
褒
賞
授
与
、
卒
業
生
へ
の
学
位
証
状
授
与
、
校
長
の
祝
辞
、
教
頭
の
演
説
な
ど
が
あ
り
、
式
は
終
わ
っ
た
。

こ
の
日
卒
業
し
た
の
は
一
三
名
で
、
彼
ら
に
授
与
さ
れ
た
学
位
証
状
に
は
、

「
札
幌
農
学
校
ニ
於
テ
定
規
一
一
遵
ヒ
其
業
ヲ
卒
へ
考
試
ヲ

55 

経
テ
科
第
-
一
登
ル
、
乃
チ
授
ク
ル
ニ
農
学
士
ノ
位
ヲ
以
テ
ス
、
因
テ
印
ヲ
鈴
シ
テ
永
グ
其
令
名
ヲ
証
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
規
則
に
は
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卒
業
生
に
「
大
学
及
第
」
の
免
状
を
与
え
る
と
あ
り
、
英
文
で
は
こ
れ
を
切
山
口

Z
-
R
丘

ω巳
g
B
と
表
現
し
て
い
た
。
農
学
校
は
当

初
こ
れ
を
「
理
学
土
」
と
し
て
発
行
し
よ
う
と
し
た
が
、
最
終
的
に
は
「
農
学
士
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
東
京
大
学
・
工
部
大
学

校
・
駒
場
農
学
校
な
ど
中
央
の
高
等
教
育
機
関
で
は
、
法
学
士
・
文
学
士
・
理
学
土
・
医
学
士
・
工
学
士
・
農
学
士
な
ど
、
学
部
や
専
攻

学
科
に
ち
な
ん
だ
学
位
を
発
行
し
て
お
り
、
札
幌
農
学
校
の
学
位
も
そ
の
よ
う
な
点
が
考
慮
さ
れ
、
「
農
学
士
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

卒
業
生
は
七
月
十
六
日
開
拓
使
御
用
掛
(
准
判
任
官
、
月
俸
三
O
円
〉
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
開
拓
使
内
で
の
配
属
が
次
の
よ
う
に
決
め

ら
れ
た
。

第2章札幌農学校の設置

荒
川
重
秀
H
民
事
局
勧
業
課
、
渡
瀬
寅
次
郎
H
問
、
田
内
捨
六
H
同
、
中
島
信
之
H
問
、
佐
藤
昌
介
H
学
務
局
督
学
課
兼
理
事
課
、
大
島
正
健
H
学

務
局
督
学
謀
、
黒
岩
四
方
之
進
H
問
、
佐
藤
勇
H
工
業
局
土
木
謀
、
内
田
瀞
H
問
、
伊
藤
一
隆
H
物
産
局
博
物
課
兼
製
煉
課
、
小
野
兼
基
H
七
重
勧

業
試
験
場
、
柳
本
通
義
H
向
。
(
卒
業
生
の
一
人
出
田
晴
太
郎
は
配
属
の
決
ま
る
前
に
病
死
し
た
)

官
費
生
で
あ
っ
た
彼
ら
は
、
懲
戒
や
個
人
的
理
由
に
よ
り
退
職
す
る
場
合
に
は
、
在
学
中
に
要
し
た
経
費
を
弁
済
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
そ
の
額
は
、
仮
学
校
以
来
の
生
徒
で
あ
る
荒
川
・
伊
藤
ら
の
場
合
二
七
四

O
円、

一
八
七
六
年
に
入
学
し
た
者
で
二
四
六

O

円
で
、
彼
ら
の
初
任
給
三

O
円
に
比
べ
る
と
前
者
は
九
一
倍
、
後
者
で
も
八
二
倍
と
い
う
巨
額
に
達
し
て
い
た
。

第
二
回
卒
業
式
は
一
八
八
一
年
(
明
治
一
四
)
七
月
九
日
前
年
同
様
の
順
序
で
施
行
さ
れ
、

一
O
名
が
卒
業
し
た
。
こ
の
日
演
説
を
行

っ
た
の
は
六
名
で
、
そ
の
題
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

快
哉
苦
後
ノ
楽
(
英
語
)

農
業
ハ
開
明
ヲ
賛
ク
(
英
語
)

化
学
ト
農
業
ノ
関
係
(
英
語
)

最
高
徳
義
ノ
北
海
道
農
家
ニ
必
要
ナ
ル
コ
ト
(
日
本
一
訪
問
)

本
草
ト
農
業
ト
ノ
関
係
(
日
本
語
)

足
立
元
太
郎

太

田

稲

造

高
木
玉
太
郎

井

広

勇

宮

部

金

吾



漁
業
モ
亦
学
術
ノ
一
ナ
リ
(
日
本
語
〉

内

村

鑑

三

卒
業
生
は
や
は
り
全
員
が
開
拓
使
御
用
掛
(
准
判
任
官
、
月
俸
三

O
円
)
と
な
り
、
次
の
よ
う
に
配
属
さ
れ
た
。

内
村
鑑
一
一
了
民
事
局
勧
業
謀
、
岩
崎
行
親
日
向
、
町
村
金
弥
日
向
、
広
井
勇
H
問
、
太
田
(
新
渡
戸
)
稲
造
H
問
、
宮
部
金
五
日
H
学
務
局
督
学
謀
、

池
田
(
南
)
鷹
次
郎
H
向
、
高
木
玉
太
郎
H
物
産
局
製
煉
謀
、
足
立
元
太
郎
H
物
産
局
博
物
謀
、
藤
田
九
三
郎
H
工
業
局
土
木
課

第
三
回
卒
業
式
は
、

一
八
八
二
年
(
明
治
一
五
〉
七
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
、

一
八
名
(
栂
野
田
男
士
ロ
・
斎
藤
祥
三
郎
・
高
岡
直
吉
・
原
因
成

貞
・
小
島
喜
作
・
大
津
和
多
理
・
赤
壁
次
郎
・
椙
山
勝
利
・
久
島
重
義
・
佐
久
間
信
恭
・
中
根
明
・
伊
吹
鎗
造
・
尾
泉
良
太
郎
・
堀
宗
一
・
武
藤
亥
三
郎
・

札幌農学校の教育と生活

調
所
恒
徳
・
鶴
崎
久
米
一
・
諏
訪
鹿
三
、
こ
の
う
ち
佐
久
間
・
鶴
崎
・
諏
訪
は
一
八
七
七
年
の
入
学
)
が
農
学
士
の
学
位
を
得
、

卒
業
し
た
。
彼
ら

は
札
幌
農
学
校
最
後
の
官
費
生
徒
で
、

や
は
り
開
拓
使
へ
の
奉
職
義
務
が
あ
っ
た
が
、
卒
業
時
に
既
に
開
拓
使
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
学
校
側
で
は
函
館
・
札
幌
・
根
室
の
三
県
や
農
商
務
省
な
ど
、
北
海
道
に
関
連
の
深
い
官
公
庁
に
採
用
を
働
き
か
け
た
が
、
な
か

な
か
全
員
に
職
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

や
む
な
く
入
学
の
際
の
誓
約
書
は
破
棄
さ
れ
、
彼
ら
は
各
地
に
自
由
に
職

を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第2節

な
お
、
以
前
の
卒
業
生
も
同
時
に
誓
約
書
を
破
棄
さ
れ
た
よ
う
で
、
こ
の
後
職
を
辞
し
自
由
に
行
動
す
る
者
が
目
だ
っ
て
く
る
(
荒
川
・

佐
藤
・
広
井
は
米
国
へ
留
学
し
、
内
村
は
津
田
仙
の
学
農
社
学
校
教
師
と
な
り
、
高
木
は
東
京
教
育
博
物
館
に
就
職
、

太
田
は
東
京
大
学
へ
入
学
す
る
な

ど)。教
師
障
の
交
替

一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
〉
四
月
十
六
日
、
初
代
教
頭
グ
ラ
l
ク
は
札
幌
農
学
校
の
基
礎
固
め
を
終
え
帰
国
の
途
に

つ
い
た
。
開
拓
使
に
は
グ
ラ
l
ク
を
継
続
し
て
雇
お
う
と
す
る
考
え
も
あ
っ
た
が
、
現
職
の
マ
サ
チ
ュ

l
セ
γ

ツ
農

科
大
学
長
で
あ
っ
た
ク
ラ
l
ク
に
は
そ
れ
以
上
の
日
本
滞
在
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
農
学
校
は
臨
時
休
校
と
さ
れ
、
教

ラ7

師
・
生
徒
一
同
は
グ
ラ

I
グ
を
札
幌
近
郊
の
島
松
駅
ま
で
見
送
っ
た
。

グ
ラ
l
ク
伝
の
鴨
矢
と
も
言
え
る
安
東
幾
三
郎
の

「
ウ
ヰ
リ
ヤ
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の外国人教師

契約上の職務 |年 報|摘 要|生年月日

教頭，農業・化学・普通英 7，200円 Ph. D.， LL. D. 1826. 7.31 

宝ロ玉ロ

土木・重学・数学・普通英ー 3，000円(のち 1877年4月教頭代理とな 1851.12. 6 

三日五日 、3，600円， 4，800 り，78年5月教頭となる。

円〕 79年4月より「開拓使土

木士」を兼掌。 B.S.

化学・本草学・農学・数学・ 2，500円(のち 1879年12月教頭心得とな 1854. 5.25 

普通英語 3，100円， 3，300 る。 B.S.

円〉

農学，校園監督 2，500円(のち 1880年8月教頭心得とな 1851. 11. 19 

3，000円， 3，600 る。82年同職廃止。86年4

円， 4，000円〉 月再度教頭心得となる。

同年末同職廃止。 B.S.

生理学・比較解剖学・英文 3，000円(のち B.S.，M.D. 

学兼開拓使医術顧問 3，360円， 3，850 

円〕

数学・土木 3，000円 B.S. 1855. 8. 9 

語学 2，160円(のち 1828. 7. 5 

2，400円〉

化学・地質学 2，500円(のち B.S. 1857. 5.19 

3，000円)

物理学・数学・英文学 2，500円 B.A. 1855. 4. 8 

農学 3，300円 B.S. 1856.10. 6 

クラークとサマーズを除き雇い継ぎが行われている。

は Doctorof Laws， B. S.は Bachelorof Science， M. D.は Doctorof Medicine， B. A.は
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表2-2 札幌農学校

名 原 綴 !国籍| 雇 期 間

ク フ 一 ク IWilliam Smith Clark 米|附 5.20~77. 5.19 

ホイーラー|羽Tilliam羽Theeler 米 I1876. 5 . 20~79. 12. 19 

ベンハロー IDavid PearαPenhallow 米 I1876. 5 . 20~80. 8. 6 

ブルックス IWilliam Penn Brooks 米 I1877. 1. 6 ~88.10. 20 

カッター IJohn Clarence Cutter 米 I1878.9. 7 ~87. 1.20 

ピーボディ Cecil Hobart Peabody 
米 1:…幻~81. 7.31 

サ ーマ 一 ズ James Summers 英 1880.6 .13~82. 6.12 

ストックブリ γ ジ Horace Edward Stokbridge 米 I1885. 5 .17~89. 1.31 

J、
ト1:山王aigh

ブ，- リ 力。 ム ArthurAmber Brigham 米 1888.12.-~93.11.30

備考 コルウィンについては表1-2を参照。雇期間は契約の発効および消滅日を示している。

俸給はすべて年報に換算して掲載した。備考欄中Ph.D.は Doctorof Philosophy， LL. D. 

Bachelor of Artsの略。学位は来日当時のもの。



6。

ム
、
ク
ラ
l
グ
」
に
は
、
こ
の
と
き
の
情
景
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

彼
は
い
よ
/
¥
職
を
辞
し
て
帰
国
の
途
に
上
ら
ん
と
せ
り
。
開
拓
使
百
方
過
し
て
之
を
送
る
。
期
日
に
及
び
学
生
一
同
鞍
馬
十
数
匹
を
連
ね
彼
を
送

り
て
島
松
に
至
り
、
此
所
に
て
昼
飯
を
喫
し
た
り
。
一
向
別
を
惜
み
て
泣
き
ぬ
。
暫
く
に
し
て
彼
悠
々
と
し
て
再
び
馬
に
跨
り
、
学
生
を
顧
み
て
叫

ん
で
日
く
、
『
小
供
等
ょ
、
此
老
人
の
如
く
大
望
に
あ
れ
』

3
0
5
r何
回

B
r
-
-
0
5
r
r
o
子
広

O
}
L
g
g・
)
と
、
一
鞭
を
加
へ
麗
挨
を
皿
似
て
去

り

ぬ

。

〈

安

東

幾

三

郎

「

ウ

ヰ

リ

ヤ

ム

、

ク

ラ

l
ク

」

一

八

九

四

年

、

コ

一

五

l
コ
一
六
ペ
ー
ジ
)

『
惹
林
』
第
一
一
一
一
号
、

第
二
代
教
頭
と
な
っ
た
ホ
イ

1
ラ
l
は、

グ
ラ
l
ク
の
意
志
を
継
い
で
農
学
校
の
充
実
に
努
め
た
が
彼
も
ま
た
一
八
七
九
年
(
明
治
一

二
)
十
二
月
、
雇
期
聞
が
満
期
と
な
り
離
札
し
た
。

ホ
イ
l
ラ
l
の
後
任
に
は
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
に
在
学
し
た
後
マ
サ
チ

第2章札幌農学校の設置

ュ
1
セ
ヅ
ツ
工
科
大
学
を
卒
業
し
た
セ
シ
ル
・

H
・
ピ

l
ボ
デ
ィ
が
「
数
学
井
ニ
土
木
教
師
」
と
し
て
前
年
の
十
二
月
に
雇
い
入
れ
ら
れ

ま
た
一
八
八

O
年
六
月
に
は
「
語
学
教
師
」
と
し
て
ジ
ェ

l
ム
ス
・
サ
マ

1
ズ
が
雇
い
入
れ
ら
れ
た
。

サ
マ

I
ズ
は
ロ
ン
ド
ン

て
い
た
。

大
学
キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
の
中
国
語
教
授
を
勤
め
た
後
、
岩
倉
使
節
団
の
招
聴
に
応
じ
て
一
八
七
三
年
来
日
し
、
東
京
開
成
学
校
・
新
潟

英
語
学
校
・
大
阪
英
語
学
校
で
英
語
・
英
文
学
の
教
師
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

ホ
イ
1
ラ
l
の
離
任
後
第
三
代
の
教
頭
と
な
っ
た
ベ
ン
ハ
ロ
ー
も
、
第
一
期
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
聞
も
な
い
一
八
八

O
年
八
月
に
帰

国
し
、
農
学
校
開
校
以
来
の
外
国
人
教
師
は
こ
こ
に
全
く
姿
を
消
す
に
至
っ
た
。
第
四
代
の
教
頭
の
職
は
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
継
い
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

ベ
ン
ハ

?
l離
任
後
の
化
学
・
植
物
学
・
地
質
学
教
師
、

ピ
I
ボ
デ
ィ
が
一
八
八
一
年
七
月
に
札
幌
を
去
っ
た
後
の
数

学
・
土
木
学
教
師
、

ま
た
一
八
八
二
年
六
月
解
雇
さ
れ
た
語
学
教
師
サ
マ

I
ズ
の
後
任
に
は
、
農
学
校
関
係
者
の
再
一
一
一
の
申
し
出
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
外
国
人
の
雇
い
入
れ
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
開
拓
使
が
、
主
と
し
て
財
政
上
の
理
由
か
ら
、
邦
人
教
師
を
採
用
す
る
方
針
を

固
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
時
期
は
外
国
人
教
師
が
ブ
ル
ッ
ク
ス
と
カ
ッ
タ
ー
の
二
名
の
み
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
農
学
校
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
外
国
人
教
師
は
、

ホ
l
レ
ス
・

E
・
ス
ト
ッ
ク
、
ブ
リ
ッ
ジ
、

ミ
ル
ト
ン
・
へ

l
ト、

ア
l
サ

1

・
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札幌農学校初期の邦人教師 (1876.8 ~ 1883. 2) 表2-3

井川 初j 1876. 8 ~81. 1 英語・地理・算術 1849. 2.' 7 

長尾布山 1876. 8 ~82. 12 和漢学 1832. 7. 9 

平野候次郎 1876. 8 ~77. 2 和漢学 1846. 7.一

山{田昌邦 1876. 8 ~77. 3 算術 ワ

掘 誠太郎 1876. 8 '-..，77. 9 英語・算術 マサチューセッツ 1845. 7.一

* 
農科大学

宮崎道正 1878. 9 ~82.12 英語・歴史・化学 東京大学理学部 1853.11. 

市郷弘義 1878. 11 ~80. 10 英*語・数学・地理 1840. 1.一

加藤重任 1878.11~ 
文化兵*学学学 キー * 

陸軍士官学校 ワ

工藤精一 1880. 5 ~ -地質天 ラトガース大学 1855. 3.一-歴史7件・4斗英・語
(Bachlor of Arts) 

大島正健 1880.10~ 数学・地理・英語キ 札幌農学校 1859. 7.22 

橘 協 1881. 6 ~ ネ木図学学・・*英測語量学・土 東京大学理学部 1858. 2.20 

太田稲造 1882.11~ ワ 英三ロ五ロ 札幌農学校 1862. 9. 1 

ロμ
白
川年生校身出主な担当科目在任期間名姓

備考掘は1877年4月Fラークとともに離札し，以後帰任していない。加藤・工藤大島・橘は

ひきつづき札幌農学校助教となった。*印は本科担当

A
-
ブ
リ
ガ
ム
の
三
人
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ト
γ
グ
ブ
リ
ッ
ジ

と
ブ
リ
ガ
ム
は
マ
サ
チ
ュ

l
セ
γ

ツ
農
科
大
学
の
出
身
者
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
札
幌
農
学
校
外
国
人
教
師
一
一
名
中
、
コ
ル

ウ
ィ
ン
、

サ
マ

l
ズ、

へ
I
ト
を
除
い
た
八
名
が
マ
サ
チ
ュ

1

セ
ッ
ツ
農
科
大
学
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
こ
と
も
札
幌
農
学
校
の
一
つ
の
特
徴
だ
っ
た
と

言
え
よ
う
。

一
方
、
邦
人
教
師
に
も
少
な
か
ら
ず
交
替
が
あ
り
、
，
一
八
八

二
年
十
二
月
に
長
尾
布
山
が
死
亡
し
、
開
校
以
来
の
教
師
は
全

員
姿
を
消
し
た
。
そ
し
て
、
国
内
外
で
高
等
教
育
を
受
け
た
者

が
教
師
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
表
2

3

参
照
)
。

彼

ら
邦
人
教
師
は
、
兵
学
担
当
の
加
藤
を
除
き
、
一
主
と
し
て
予
科

の
教
育
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
外
国
人
教
師
の
減
少
に
伴
い
し

だ
い
に
本
科
の
授
業
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
八

O

年
八
月
か
ら
宮
崎
道
正
が
化
学
を
、

工
藤
精
一
が
地
質
学
を
担

当
し
た
の
が
そ
の
最
初
で
あ
る
。

な
お
宮
崎
と
加
藤
は
同
年
同
月
、
本
科
の
教
育
上
外
国
人
教

師
と
同
格
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
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札
幌
農
学
校
が
開
校
し
た
こ
ろ
、
北
海
道
開
拓
の
た
め
に
招
硝
持
さ
れ
た
お
雇
い
外
国
人
の
多
く
は
、
所
定
の
一
雇

外
国
人
教
師
の
活
動

し
か
し
、

ま
だ
彼
ら
の
知
識
や
技
術
は
各
分
野
で
必
要
と
さ
れ
て
い

い
期
聞
を
終
え
、
既
に
帰
国
し
て
い
た
。

た
。
こ
う
し
た
と
き
に
札
幌
へ
や
っ
て
来
た
農
学
校
の
外
国
人
教
師
た
ち
が
、
本
務
で
あ
る
生
徒
の
教
授
の
ほ
か
に
、
開
拓
使
か
ら
種
々

の
仕
事
を
依
頼
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
。

グ
ラ
I
ク
が
「
日
本
-
一
要
ス
ル
農
業
ノ
修
整
」
と
題
し
て
北
海
道
農
業
の
改
良
を
論
じ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
彼
は
こ
の
ほ
か
、

米
国
人
移
民
の
導
入
に
関
し
そ
の
具
体
的
施
策
を
開
陳
し
た
り
、

ま
た
、
楓
砂
糖
の
製
法
や
農
園
管
理
法
の
指
導
、
森
林
保
護
に
関
す
る

意
見
を
述
べ
る
な
ど
、

そ
の
指
導
・
助
言
は
北
海
道
開
拓
全
般
に
わ
た
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
仕
事
は
契
約
に
よ
り
義
務
づ
け

札幌農学校の設置

ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

「
ク
ラ
l
ク
は
:
:
:
北
海
道
開
拓
そ
の
も
の
に
関
心
を
も
ち
、

ケ
プ
ロ
ン
と
同
様
な
開
拓
顧
問
の
自
覚
さ
え
あ

っ
た
」
(
秋
月
俊
幸
「
札
幌
農
学
校
初
期
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
た
ち
」
『
北
大
百
年
史
編
集
ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
号
、

一
九
七
八
年
)
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
彼
自
身
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

第2章

ホ
イ
l
ラ
1
は
着
任
後
間
も
な
く
、
米
国
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
の
基
準
に
よ
っ
て
気
温
・
気
圧
・
湿
度
・
風
向
・
風
力
な
ど
の
観
測
を

始
め
て
い
る
。
そ
れ
は
北
海
道
の
気
候
が
農
業
に
適
す
こ
と
を
示
す
た
め
だ
っ
た
。
彼
は
土
木
工
学
を
得
意
と
し
、
豊
平
橋
の
改
築
や
農

学
校
の
建
物
の
設
計
を
し
た
。

ま
た
、
夏
季
休
暇
な
ど
は
、
北
海
道
各
地
に
新
設
す
べ
き
道
路
測
量
に
費
や
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

八

七
九
年
四
月
か
ら
「
開
拓
使
土
木
土
」
を
兼
掌
し
、
農
学
校
の
授
業
を
後
任
の
ピ

l
ボ
デ
ィ
に
任
せ
、

よ
り
多
く
の
時
聞
を
開
拓
上
の
仕

事
に
割
い
て
い
る
。

ベ
ン
ハ
ロ
ー
へ
の
依
頼
の
多
く
は
種
々
の
分
析
試
験
で
あ
っ
た
。
そ
の
量
も
相
当
な
も
の
で
、
彼
が
一
八
七
八
年
十

1
十
一
月
の
二
カ

月
間
に
行
っ
た
も
の
だ
け
で
も
「
小
麦
穀
粒
・
わ
ら
の
成
分
分
析
、
と
う
き
び
成
分
分
析
、

油
試
験
、
幌
泉
鉱
物
分
析
、
桑
樹
冬
枯
調
査
、
黒
文
字
産
樹
脂
試
験
、

ウ
イ
ス
キ
ー
製
法
に
関
す
る
報
告
、
道
産
石

ホ
ッ
プ
水
溶
比
率
試
験
」
等
々
、

十
数
件
に
及
ん
で
い
る
(
秋
月



俊
幸
、
前
掲
論
文
)
。
ペ
ン
ハ
ロ
ー
は
、
動
植
物
や
鉱
物
の
調
査
・
採
集
に
も
精
力
的
で
、

し
ば
し
ば
生
徒
と
と
も
に
野
外
に
出
か
け
た
。

ま
た
ア
イ
ヌ
に
関
心
を
も
ち
、
帰
国
後
そ
れ
に
関
す
る
論
文
の
発
表
も
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、

ブ
ル
?
ク
ス
は
農
業
知
識
の
普
及
に
尽
力
し
、

カ
ッ
タ
ー
は
「
開
拓
使
医
術
顧
問
」
と
し
て
札
幌
病
院
で
患
者
の
診
療
を

し
た
り
、
と
き
に
は
往
診
に
赴
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
や
や
時
代
は
下
る
が
、

ス
ト
ヅ
グ
ブ
リ
ッ
ジ
は
北
海
道
庁
か
ら
「
化
学
師
」
を
嘱
託

さ
れ
、
種
々
の
分
析
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
国
人
教
師
の
活
動
は
農
学
校
の
教
室
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
北
海
道
の
農
業
改
良
・
土
木
工
事
な
ど
広
い
分
野
に
及
ん

札幌農学校の教育と生活

で
い
た
の
で
あ
る
。

ω開
識
社

一
八
七
六
年
(
明
治
九
)
十
一
月
、
当
時
の
本
科
生
全
員
が
参
加
し
て
開
識
社
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
弁

課

外

活

動

論
や
討
論
を
通
じ
て
知
識
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
、
そ
の
創
立
に
は
ク
ラ
l
ク
の
懲
憩
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
社
則
を
定
め
、
社
長
・
副
社
長
・
書
記
と
い
っ
た
役
員
を
置
き
、
会
は
毎
週
土
曜
日
午
後
七
時
か
ら
開
催
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
た
。
そ
こ
で
行
わ
れ
た
討
論
な
ど
の
題
目
は
、
当
時
の
生
徒
の
関
心
を
反
映
し
、

は
じ
め
宗
教
や
北
海
道
開
拓
に
関
連
す
る
も
の

第2節

が
多
く
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
政
論
的
な
テ
l
マ
も
現
れ
て
い
る
。

一
時
的
な
中
断
も
あ
っ
た
が
、
開
識
社
は
そ
の
後
長
く
継
続
さ
れ
、

今
日
に
お
い
て
も
北
大
恵
迫
寮
に
そ
の
伝
統
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
開
識
社
と
ほ
ぼ
同
様
の
目
的
・
組
織
に
よ
り
、

一
八
八
一
年
に
は
志

賀
重
昂
ら
を
中
心
と
し
て
尚
友
社
が
結
成
さ
れ
た
。

ま
た
、
北
海
農
話
会
・
農
学
協
会
と
い
っ
た
組
織
も
そ
の
後
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
討
論
内
容
を
農
学
関
係
に
限
定
し
、
卒
業

生
や
教
師
を
も
会
員
に
含
ん
だ
も
の
で
、
札
幌
に
お
け
る
学
会
の
萌
芽
的
な
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
旭
桜
社
・
北
振
社
・
尋
盟
社
と
い
っ
た
団
体
や
、
大
学
予
備
門
か
ら
札
幌
農
学
校
へ
入
学
し
た
者
と
東
京
大
学
へ
進
学
し
た

63 

者
と
の
情
報
交
換
や
親
睦
を
目
的
と
し
た
修
交
社
と
い
う
組
織
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
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ω遊
戯
会

外
国
人
教
師
の
提
案
に
よ
り
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
)
六
月
一
日
、
遊
戯
会
(
運
動
会
〉
が
開
か
れ
た
。

競
技
種
目
に

は
、
石
投
げ
、

玉
投
げ
、
芋
拾
い
競
争
、
幅
跳
び
、

以
後
遊
戯
会
は
毎

目
隠
し
競
争
、

袋
を
身
に
ま
と
っ
て
の
競
争
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

年
五
、
六
月
に
開
催
さ
れ
、
市
民
に
公
開
さ
れ
た
。
第
一
回
の
遊
戯
会
に
は
数
百
人
の
見
物
人
が
集
ま
り
、
後
に
は
札
幌
年
中
行
事
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
教
師
た
ち
は
寄
宿
舎
の
衛
生
や
生
徒
の
近
視
な
ど
に
留
意
し
、
ま
た
野
球
の
道
具
や
ダ
ン
ベ
ル
・
パ

1
ベ
ル
・
平
行
棒
・
鞍
馬

な
ど
の
器
械
体
操
の
器
具
を
備
え
る
よ
う
進
言
す
る
な
ど
、
生
徒
の
健
康
管
理
や
体
育
に
意
を
用
い
て
い
た
。
彼
ら
が
遊
戯
会
の
開
催
を

提
案
し
た
意
図
も
、

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
ヴ
た
と
思
わ
れ
る
。

札幌農学校の設置

ω農
業
叢
談

農
学
校
で
は
、
ベ
ン
ハ
ロ
ー
の
提
案
に
よ
り
生
徒
た
ち
の
学
業
成
果
や
外
国
新
聞
な
ど
の
抄
訳
を
掲
載
し
た
『
札
幌
農

学
校
報
告
書
』
と
題
す
る
小
冊
子
を
、
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
)
か
ら
毎
月
一
回
発
行
し
た
。
こ
れ
は
一
八
八

O
年
か
ら
『
農
業
叢
談
』

と
改
題
し
二
部
三
銭
で
発
売
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
じ
よ
う
な
性
格
の
『
北
海
道
開
拓
雑
誌
』
(
学
農
社
)
、
『
勧
農
雑
報
』
(
開
拓
使
勧
業
課
)

『
農
業
叢
談
』
は
一
八
八
一
年
第
一
八
号
を
も
っ
て
廃
刊
し
た
。
こ
れ
ら
は
北
海
道
農
家
の
啓
蒙

第2章

が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

を
主
目
的
と
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、

『
農
業
叢
談
』
第
一
口
す
か
ら
第
三
号
ま
で
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
ふ
り
が
な
は
原

文
の
ま
ま
)
。

ー
た
ま
ね
ぎ
ミ
う
さ
く

「
種
子
の
功
能
」
(
ベ
ン
ハ
ロ
l
)
、
「
球
葱
耕
作
法
」
(
杉
山
清
利
、
二
年
生
)
、

う
し
む
ま

L
ん
を
つ
と
?
り
あ
っ
か

「
牛
馬
を
親
切
に
取
扱
ふ
へ
き
事
」
(
渡
瀬
寅
次
郎
)
、
以
上
第
一
号
。

と

や

し

た

い

せ

つ

「
肥
培
の
緊
要
な
る
を
論
す
」
(
佐
藤
昌
介
、

む

し

つ

い

ぽ

と

り

と

う

よ

5

陸

う

ど

ひ

つ

よ

う

「
虫
を
啄
む
鳥
類
の
功
用
弁
に
其
保
護
の
必
要
な
る
を
論
ず
」

お

ほ

は

た

け

に

せ

い

さ

つ

「
世
界
第
一
の
大
聞
及
時
勢
を
察
す
る
の
利

「
米
の
滋
養
分
」
(
内

む

し

つ

い

ば

「
虫
を
啄
む

(
渡
瀬
寅
次
郎
、
四
年
生
)
、

た

ね

う

す

ま

益
」
、
「
種
子
を
薄
く
蒔
く
へ
き
事
」
(
栂
野
四
男
士
口
、
二
年
生
)
、

で

さ

と

う

せ

い

村
鑑
三
、
三
年
生
〉
、
以
上
第
二
号
。
「
楓
樹
よ
り
砂
糖
を
製
す
る
事
」
(
ブ
ル
ッ
ク
ス
)
、
「
専
農
と
通
農
の
得
失
」
(
佐
藤
昌
介
)
、

宅

う

る

い

と

う

よ

う

ほ

う

ど

ま

〈

わ

そ

の

ふ

は

な

た

ね

鳥
類
の
功
用
並
其
保
護
の
必
要
な
る
を
論
す
」
(
渡
瀬
寅
次
郎
)
、
「
甜
瓜
及
び
園
花
の
種
子
」
(
杉
山
清
利
〉
、
「
農
具
の
塗
」
、
以
上
第
三
号
。

四
年
生
)
、



ω修
学
旅
行

ク
ラ
l
グ
が
生
徒
た
ち
と
冬
の
手
稲
山
に
赴
き
、
新
種
の
苔
を
発
見
し
た
と
い
う
話
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
外
国
人

教
師
た
ち
は
動
植
物
の
採
集
や
地
質
調
査
な
ど
の
た
め
生
徒
を
引
率
し
、

し
ば
し
ば
野
外
実
習
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
七
年
(
明

治一

O
)
の
夏
休
み
、
生
徒
は
三
手
に
分
け
ら
れ
、

一
手
は
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
引
率
さ
れ

一
手
は
ベ
ン
ハ
ロ
!
と
と
も
に
石
狩
川
上
流
へ
、

て
室
蘭
・
長
万
部
・
岩
内
方
面
へ
植
物
や
鉱
物
の
調
査
に
、

さ
ら
に
別
の
一
手
は
ホ
イ
l
ラ
l
の
補
助
と
し
て
黒
松
内
道
路
線
測
量
の
た

め
に
出
か
け
、

か
な
り
長
期
間
に
わ
た
る
実
習
旅
行
を
行
っ
た
。

一
八
七
九
年
の
夏
休
み
に
も
、
、
フ
ル

γ
ク
ス
は
函
館
方
面
の
土
質
調
査

に
、
ペ
ン
ハ
ロ
!
と
ピ

l
ボ
デ
ィ
は
千
歳
方
面
の
地
質
調
査
に
、

ホ
イ
l
ラ
ー
は
岩
内
道
路
線
の
測
量
に
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
を
伴
っ
て
出

札幌農学校の教育と生活

か
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
習
旅
行
は
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
明
治
二
十
年
代
に
は
農
学
校
の
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
定
着
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

グ
ラ

l
グ
と
と
も
に
札
幌
へ
や
っ
て
来
た
黒
田
長
官
は
、
間
も
な
く
ク
ラ

I
ク
に
生
徒
へ
徳
育
を
も
施
す
よ

農
学
校
と
キ
リ
ス
ト
教

う
要
請
し
た
。
そ
の
と
き
ク
ラ

1
ク
は
聖
室
田
に
よ
ら
ね
ば
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
と
答
え
た
が
、

ま
だ
キ
リ

ス
ト
教
の
禁
制
が
解
か
れ
た
ば
か
り
の
当
時
、
官
立
の
学
校
で
公
然
と
聖
書
を
使
用
す
る
こ
と
を
は
ば
か
っ
た
黒
田
は
、
そ
の
使
用
を
認

第 2節

め
ず
、
会
談
は
そ
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。
聖
書
の
使
用
が
黒
田
に
黙
認
さ
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
一
カ
月
ほ
ど
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

と
き
の
模
様
を
ク
ラ
l
ク
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
約
一
か
月
後
長
官
は
私
を
呼
ん
で
、
学
生
に
よ
い
道
徳
教
育
を
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
も
、
自
分
は
聖
書
に
絶
え
ず
言

及
せ
ず
に
道
徳
を
教
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
だ
か
ら
道
徳
を
教
え
る
と
長
官
を
怒
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
、
と
答

え
ま
し
た
。
翌
日
彼
は
聖
書
の
使
用
禁
止
は
撤
回
す
る
、
思
う
よ
う
に
や
っ
て
よ
ろ
し
い
と
私
に
一
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
は
手
持
ち
の
聖
書
を
配

っ
て
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
(
太
田
雄
三
『
ク
ラ
l

F
の
一
年
』
昭
和
堂
、
一
九
七
九
年
、
一
四
九
|
一
五
0
ペ
ー
ジ
)
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聖
書
に
よ
る
徳
育
が
開
始
さ
れ
た
の
は
十
一
月
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
月
、

ク
ラ

1
ク
は
生
徒
た
ち
に
、
学
校
に
関
係
す
る
聞
は
「
薬
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用
は
別
と
し
て
、

お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
全
く
使
用
し
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
か
け
事
を

い
か
な
る
形
で
あ
れ
、
あ
へ
ん
、

タ
バ
コ
、

し
た
り
、
神
を
汚
す
よ
う
な
言
葉
を
使
っ
た
り
し
な
い
こ
と
を
お
ご
そ
か
に
約
束
し
ま
す
」
と
の
文
書
に
署
名
を
求
め
、
自
ら
も
ホ
イ
I

ラ

l
、

い
わ
ゆ
る
「
禁
酒
禁
煙
の
誓
約
」
で
あ
る
(
引
用
文
は
太
田
、
前
掲
書
、

一
六
五
ペ
ー
ジ
)
。

ベ
ン
ハ
ロ
ー
と
と
も
に
サ
イ
ン
し
た
。

グ
ラ
l
ク
の
懲
憩
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
開
識
社
が
活
動
を
始
め
た
の
も
こ
の
月
で
あ
っ
た
し
、

ま
た
こ
の
こ
ろ
に
は
、
生

徒
た
ち
は
モ
l
ゼ
の
十
戒
を
詰
ん
ず
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
と
も
い
う
。

ク
ラ
l
ク
の
教
化
は
既
に
相
当
及
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

聖
書
講
義
は
、
毎
朝
授
業
前
に
聖
書
中
の
重
要
な
箇
所
の
説
明
を
し
、
熱
心
な
祈
躍
を
捧
げ
る
と
い
っ
た
形
で
行
わ
れ
た
。
生
徒
た
ち

も
ま
た
自
分
た
ち
の
手
で
バ
イ
ブ
ル
グ
ラ
ス
を
設
け
、
熱
心
に
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
、
翌
年
三
月
に
は
ク
ラ

I
グ
の
起
草
し
た
「
イ
エ

札幌農学校の設置

ス
を
信
ず
る
者
の
契
約
」
に
全
員
が
署
名
す
る
に
ま
で
至
っ
た
。
札
幌
農
学
校
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
、

ク

ラ
l
ク
や
そ
の
後
継
の
外
国
人
教
師
た
ち
が
去
っ
た
後
も
上
級
生
か
ら
下
級
生
に
伝
え
ら
れ
、

し
だ
い
に
根
づ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
生
徒
の
大
半
が
回
心
し
た
の
は
一
八
七
七
年
に
入
学
し
た
二
期
生
ま
で
で
、
そ
の
後
は
生
徒
中
に
キ
リ
ス
ト
教
に
反
発
す
る

第2章

グ
ル
ー
プ
も
生
ま
れ
、

一
八
七
八
年
の
初
め
ご
ろ
に
は
両
者
の
対
立
が
表
面
化
す
る
と
い
う
問
題
も
起
き
た
。
農
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
的

色
彩
は
東
京
に
ま
で
伝
わ
り
、
こ
の
年
入
学
し
た
三
期
生
は
東
京
出
立
以
前
に
盟
約
を
結
び
、
改
宗
し
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

グ
ラ
l
ク
は
最
初
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
を
意
図
し
て
来
日
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
生
徒
た
ち
に
配
っ
た
聖

書
も
、
当
時
ア
メ
リ
カ
聖
書
協
会
か
ら
日
本
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

L
-
H
・
ギ
ュ
リ
ヅ
ク
よ
り
た
ま
た
ま
受
け
取
っ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
た
だ
黒
田
か
ら
徳
育
問
題
が
出
さ
れ
た
と
き
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
グ
ラ
l
ク
が
聖
書
の
使
用
を
申
し
出
た
の
は
当
然
だ
っ
た
ろ

ぅ
。
結
果
的
に
、
徳
育
の
た
め
の
聖
書
の
使
用
が
伝
道
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
、
多
く
の
回
心
者
を
出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
二
期
生

の
内
村
鑑
三
が
回
心
に
際
し
て
非
常
に
苦
悶
し
た
様
子
は
、
そ
の
著
書
『
余
は
如
何
に
し
て
基
督
信
徒
と
な
り
し
乎
』
に
よ
り
う
か
が
い



知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
信
徒
と
な
っ
た
す
べ
て
の
生
徒
が
内
村
の
よ
う
な
苦
悶
を
経
験
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
生
徒
た
ち
の
何

人
か
は
な
ん
ら
か
の
形
で
以
前
に
キ
リ
ス
ト
教
に
接
し
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
べ
き
素
地
が
あ
る
程
度
で
き
て
い
た
。
中
に
は
既

に
洗
礼
を
受
け
て
い
た
者
す
ら
い
た
。

ク
ラ

I
グ
に
よ
る
伝
道
が
非
常
な
成
功
を
み
た
こ
と
の
背
景
に
は
、

そ
う
し
た
点
の
あ
っ
た
こ
と

も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

農
学
校
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
は
、
卒
業
後
ど
の
宗
派
に
も
属
さ
ぬ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
を
札
幌
に
樹
立
し
た
。
後
の
札
幌
独
立
キ

リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
。
こ
の
教
会
は
多
く
の
市
民
を
会
員
に
加
え
、

そ
の
活
動
は
今
日
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
(
大
山
綱
夫
「
札

第2節札幌農学校の教育と生活

幌
農
学
校
と
キ
リ
ス
ト
教
」
〔
本
書
所
収
〕
を
参
照
)
。

一
室
に
は
通
常
二
人
入
居
し
、

そ
の
広
さ
は
こ
間
半
四
方

本
科
生
徒
は
原
則
と
し
て
全
員
寄
宿
舎
に
起
居
し
た
。

生
徒
の
日
常
生
活

三
二
・
五
田
宣
〉
で
室
内
に
は
机
・
本
箱
・
寝
台
・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。

生
徒
の
生
活
に
必
要
な
物
は
す
べ
て
給
与
ま
た
は
貸
与
さ
れ
た
。
そ
れ
は
食
料
、

衣
料
品
(
夏
服
、
冬
服
、
農
服
、
外
套
、
帽
子
、
半
靴
、

長
靴
、
靴
足
袋
、
ズ
ボ
ン
な
ど
)
、
寝
具
(
布
団
、
毛
布
、
寝
衣
袷
、
寝
衣
単
衣
、
枕
、
蚊
帳
、
寝
台
)
、
学
用
品
(
鉛
筆
、
直
筆
、
ベ
ン
先
、
イ
ン
キ
、

マ
ッ
チ
、
和
油
、
燈
心
、
手
拭
、
塵
紙
、
針
糸
、
得
、

塵
取
、

薪
、
沓

硯
箱
、
西
洋
紙
、
半
紙
、
吸
紙
、
ノ
l
ト
、
机
、
椅
子
)
、

日
用
品
(
ラ
ン
プ
、

ば
け
〉
な
ど
で
あ
る
。

ほ
か
に
理
髪
代
・
洗
濯
代
や
散
歩
料
と
し
て
一
カ
月
二

O
銭
ほ
ど
の
小
遣
銭
も
支
給
さ
れ
た
。

は
じ
め
食
事
は
三
食
と
も
洋
食
で
あ
っ
た
が
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
一
八
八
一
年
末
よ
り
夕
食
の
み
が
洋
食
と
な
り
、
翌
年
秋
か
ら
は

食
と
も
和
食
と
な
っ
た
。
八
一
年
末
こ
ろ
の
献
立
は
、
朝
食
「
飯

汁

呑
之
物

湯
」
、
昼
食
「
飯

呑
之
物

湯
」
、
夕
食

菜

「
パ
ン

肉
肴
之
類
ニ
テ
二
日
間

但
隔
日
ニ
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
外
士
宮
品
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

午
前
六
時
起
床
、

七
時
半

1
八
時
半

湯

日
課
表
に
定
め
ら
れ
た
生
徒
の
一
日
の
生
活
は
、
夏
期
(
四
i
九
月
〉
の
場
合
、

ノ、

タ

六
時
半
朝
食
、

五
時
半
夕
食
、
六
時

1
十
時
復
習
、
十
時
就
寝
と
あ
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復
習
、

八
時
半

i
十
二
時
半
授
業
、
十
二
時
半
昼
食
、
午
後
四
時

i
五
時
半
浴
湯
、
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る
が
、
午
後
に
は
操
練
や
農
業
実
習
の
課
さ
れ
た
月
も
あ
っ
た
。
冬
期
は
起
床
や
朝
食
の
時
聞
が
一
時
間
遅
く
な
る
が
、
午
前
八
時
半
以

後
の
日
課
は
夏
期
と
同
じ
で
あ
る
。
課
業
の
な
い
と
き
の
外
出
は
自
由
で
、
寄
宿
舎
の
門
限
は
午
後
七
時
で
あ
っ
た
。

一
、
二
期
生
の
多
く
は
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
、

ま
た
グ
ラ
l
ク
ら
外
国
人
教
師
の
影
響
も
あ
っ
て
、
余
り
飲
酒
し
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、

そ
う
し
た
風
潮
が
い
つ
ま
で
も
続
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
回
目
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
日
、
・
当
時
二
年
生
で
あ
っ
た
志
賀

「
此
日
や
酒
は
泉
の
如
く
設
は
山
の
如
く
喰
へ
ど
も
余
り
あ
り
、
飲
め
や
歌
へ
の
大
騒
動
に
て
、
本
土
剣

舞
す
れ
ば
衆
こ
れ
に
和
し
、
福
原
乱
舞
す
れ
ば
衆
復
た
こ
れ
に
和
じ
、
末
段
に
到
り
総
踊
り
と
な
り
、
遂
に
コ
一
年
生
と
連
合
し
上
下
の
騒

重
田
却
は
、
そ
の
日
の
日
記
に
、

動
に
て
止
み
ぬ
」
(
志
賀
重
品
「
札
幌
在
学
日
記
」
)
と
、

か
な
り
盛
大
な
酒
宴
の
催
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

札幌農学校の設置

生
徒
の
行
状
が
す
べ
て
良
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
門
限
に
遅
刻
し
た
り
、
無
断
外
泊
と
い
っ
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
生
徒
の

授
業
ボ
イ
コ
ッ
ト
も
明
治
十
年
代
に
三
度
ほ
ど
起
き
て
い
る
。
こ
れ
は
教
師
の
授
業
や
試
験
の
方
法
な
ど
に
不
満
を
抱
い
た
生
徒
た
ち
が

引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
、
二
名
の
退
学
処
分
者
を
出
し
た
も
の
の
、
間
も
な
く
収
ま
っ
て
い
る
。
不
祥
事
も
あ
っ
た
。
そ

自主2章

の
最
大
の
も
の
は
一
八
八

O
年
二
月
に
本
科
生
の
一
名
が
校
園
の
事
務
所
に
忍
び
込
ん
で
大
金
を
奪
い
、
そ
の
金
を
遊
蕩
の
た
め
に
費
消

し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
と
き
犯
人
の
生
徒
は
刑
事
罰
を
受
け
て
獄
に
下
り
、
遊
蕩
に
連
累
し
た
数
名
の
生
徒
が
退
学
処
分
と
な
っ
て
い

る。
J

一
八
八
一
年
の
夏
天
皇
の
行
幸
が
あ
っ
た
。
八
月
三
十
一
日
校
園
に
、
九
月
一
日
農
学
校
に
臨
御
し
た
が
、
そ
の
際
生
徒
た
ち
は
、
校

園
で
は
モ

1
ア

l
・
テ
ッ
ダ
ー
な
ど
洋
式
農
器
具
を
使
用
し
た
農
業
実
習
を
、

験
等
を
披
露
し
て
い
る
。

ま
た
講
堂
で
は
農
学
・
英
文
学
の
授
業
や
物
理
・
化
学
実



第
三
節

開
拓
使
廃
止
後
の
札
幌
農
学
校

開
拓
使
の
廃
止
と

一
八
七
二
年
(
明
治
五
)
か
ら
開
始
さ
れ
た
開
拓
使
十
カ
年
計
画
は
、

一
八
八
二
年
一
月
を
も
っ
て
終
止
符
が
打
た

れ
、
同
年
二
月
八
日
、
太
政
官
布
告
第
八
号
に
よ
り
開
拓
使
は
廃
止
さ
れ
た
。
開
拓
使
に
よ
る
諸
事
業
の
う
ち
一

農
学
校
の
移
管

般
地
方
行
政
に
関
す
る
こ
と
は
、
開
拓
使
廃
止
と
同
時
に
設
置
さ
れ
た
函
館
・
札
幌
・
根
室
の
三
県
に
、
幌
内
鉄

開拓使廃止後の札幌農学校

道
・
札
幌
勧
業
試
験
場
・
麦
酒
醸
造
所
な
ど
の
諸
事
業
や
殖
民
事
務
・
山
林
事
務
な
ど
は
大
蔵
・
工
部
・
農
商
務
な
ど
七
省
お
よ
び
東
京

府
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し
て
、
札
幌
農
学
校
は
三
月
八
日
の
令
達
に
よ
り
農
商
務
省
の
所
管
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
文
部
省
へ
移
管
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

農
商
務
省
は
内
務
省
の
駅
逓
局
・
山
林
局
・
博
物
局
・
勧
農
局
ゃ
、
大
蔵
省
商
務
局
な
ど
の
業
務
を
継
承
し
、
一
八
八
一
年
四
月
に
新

設
さ
れ
た
が
、
同
省
の
職
制
中
に
は
「
官
設
ノ
農
商
工
ノ
諸
学
校
鑑
識
一
問
問
打
工
農
工
業
模
範
ノ
建
造
物
及
ヒ
博
物
館
鶴
誠
一
諸
問
一
川
ヲ
管

理
シ
民
立
農
商
工
ノ
諸
学
校
ヲ
監
督
ス
」
と
の
一
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
文
部
省
は
、
学
政
の
統
一
、
文
部
行
政
の
一
本
化

第3節

七
月
、
九
月
と
再
三
に
わ
た
り
太
政
官
に
右
の
項
目
の
修
正
を
求
め
た
。
そ
し
て
翌
一
八
八
二
年
四
月
二
十
六

日
に
さ
き
の
農
商
務
省
職
制
が
「
農
学
校
博
物
館
一
位
悦
一
明
…
猪
及
ヒ
商
船
学
校
ヲ
管
理
ス
」
と
改
正
さ
れ
、
文
部
省
の
主
張
が
か
な
り

容
認
さ
れ
た
形
で
こ
の
間
題
は
い
ち
お
う
結
着
し
た
。

を
主
張
し
、
同
年
六
月
、

こ
の
よ
う
な
結
果
を
見
る
以
前
の
一
八
八
二
年
二
月
九
日
、
す
な
わ
ち
開
拓
使
が
廃
止
さ
れ
た
翌
日
に
、
さ
き
の
農
商
務
省
職
制
の
修

正
を
求
め
た
の
と
同
じ
理
由
で
、
文
部
省
は
札
幌
農
学
校
を
同
省
の
所
管
と
す
る
よ
う
太
政
官
に
具
申
し
た
。

一
方
、
開
拓
使
が
廃
止
さ

69 

れ
る
直
前
に
黒
田
清
隆
に
代
わ
り
開
拓
長
官
と
な
っ
た
西
郷
従
道
は
、
同
年
一
月
、
開
拓
使
廃
止
後
の
諸
施
策
に
ι

つ
い
て
建
議
書
を
提
出
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し
た
。
そ
こ
で
西
郷
は
、

「
抑
、
従
来
農
ヲ
重
ズ
ル
ノ
我
邦
-
一
於
テ
、
農
学
校
ノ
設
ヶ
、
農

「
農
学
校
処
分
ノ
事
」
と
の
一
一
携
を
設
け
、

務
局
所
轄
ノ
駒
場
野
ニ
在
ル
モ
ノ
(
駒
場
農
学
校
〉
、
此
ハ
札
幌
農
学
校
〉
ト
僅
三
一
ア
ル
ノ
ミ
。
殊
ニ
北
海
道
ノ
如
キ
、
専
ラ
農
業
ヲ
以
テ

開
拓
ノ
主
眼
ト
ス
ル
地
方
ニ
在
リ
テ
ハ
、
尤
、
緊
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
宜
ク
之
ヲ
永
遠
一
一
維
持
シ
、
益
其
隆
盛
ヲ
期
ス
可
シ
。
依
テ

学
校
、
及
ピ
校
園
ト
モ
、
併
テ
農
商
務
省
へ
引
継
ベ
シ
」
(
「
開
拓
長
官
建
議
」

『
新
撰
北
海
道
史
』
第
六
巻
史
料
二
、

五
七
九
ペ
ー
ジ
)
と
、

ゴヒ

海
道
の
開
拓
と
い
う
特
殊
性
を
考
慮
し
、
札
幌
農
学
校
を
農
商
務
省
の
所
轄
と
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
三
月
八
日
の
令
達
に
よ
り
札
幌
農
学
校
は
農
商
務
省
の
所
轄
と
す
る
こ
と
が
い
っ
た
ん
決
定
さ
れ
て
は
い
た
が
、

札幌農学校の設置

そ
の
後
農
商
務
省
で
管
理
し
う
る
農
学
校
は
「
従
前
内
務
省
所
管
ノ
分
一
一
限
ル
」
と
職
制
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
札
幌
農
学
校
の
帰
属
に

危
機
感
を
抱
い
た
農
商
務
省
は
、

五
月
二
日
に
左
大
臣
に
あ
て
て
上
申
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
上
申
書
で
は
、
札
幌
農
学
校
は
「
其
精
神

ト
其
目
的
ト
ハ
悉
グ
該
道
(
北
海
道
)
開
墾
ノ
基
軸
ノ
設
ケ
」

「
全
道
開
墾
ノ
基
軸
模
範
」
で
あ
り
、

か
つ
北
海
道
各
地
の
試
験
場
と
密
接

な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
文
部
省
の
所
管
と
せ
ず
農
商
務
省
に
属
す
こ
と
は
「
該
道
開
拓
ノ
得
策
」
で
あ
る
こ
と
が
強

第2章

く
訴
え
ら
れ
て
い
た
。
結
局
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
意
見
が
入
れ
ら
れ
、
文
部
省
の
具
申
は
却
下
さ
れ
、
六
月
十
二
日
農
商
務
省
に
対
し
て

「
札
幌
農
学
校
ハ
其
省
ニ
於
テ
管
理
ス
ベ
シ
」
と
の
指
令
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
札
幌
農
学
校
の
帰
属
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
た
経
過
は
、
開
拓
使
の
廃
止
後
も
、
札
幌
農
学
校

は
単
な
る
農
業
専
門
教
育
機
関
で
は
な
く
、
北
海
道
開
拓
に
密
接
な
関
連
を
有
し
た
教
育
機
関
で
あ
る
と
の
性
格
づ
け
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
八
八
二
年
七
月
、
札
幌
農
学
校
は
農
商
務
省
農
務
局
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
聞
は
開
拓
使
残
務
取
扱
が
農
学
校
の
管

理
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
翌
一
八
八
三
年
一
月
、
農
商
務
省
に
北
海
道
事
業
管
理
局
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
旧
開
拓
使
下
に
あ

っ
た
諾
工
場
や
牧
場
な
ど
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、

い
っ
た
ん
工
部
省
に
属
し
た
炭
鉱
や
鉄
道
な
ど
を
も
吸
収
し
、
そ
れ
ら
の
事
業
を
経
営



す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
同
時
に
札
幌
農
学
校
も
同
局
の
所
轄
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

職
制
の
変
化
と
教
職
員

札
幌
農
学
校
の
農
商
務
省
へ
の
移
管
に
伴
い
、

か
つ
て
開
拓
使
官
更
で
あ
っ
た
農
学
校
の
邦
人
教
師
は
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
「
農
商
務
省
御
用
掛
」
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
農
学
校
本
科
お
よ
び
予
科
の
教
授
を
担
当
し

た
。
ま
た
移
管
当
時
二
人
い
た
外
国
人
教
師
(
ブ
ル
ッ
ク
ス
と
カ
γ
タ
l
)
も
以
前
と
同
じ
条
件
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。

一
八
八
二
年
(
明
治
一
五
)
九
月
、
太
政
官
達
第
五
六
号
に
よ
り
「
農
商
務
省
所
轄
学
校
職
制
」
が
定
め
ら
れ
、
札
幌
農
学
校
は
駒
場

農
学
校
や
東
京
商
船
学
校
な
ど
、
当
時
農
商
務
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
他
の
諸
学
校
と
同
一
の
職
制
の
適
用
を
受
け
、
校
長
・
幹
事
・
教

開拓使廃止後の札幌農学校

授
・
助
教
の
四
種
の
職
員
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
校
長
お
よ
び
教
授
は
奏
任
官
、
幹
事
は
奏
任
ま
た
は
判
任
官
、
助
教
は
判
任
官

と
さ
れ
た
が
、
そ
の
定
員
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
単
な
る
職
名
で
は
な
く
官
名
で
あ
っ
て
、
札
幌
農
学
校
は
こ
こ
に
初
め
て

制
度
上
固
有
の
教
職
員
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

校
長
は
一
八
八
一
年
(
明
治
一
四
)
二
月
一
一
一
日
に
、
調
所
広
丈
か
ら
森
源
三
(
当
時
開
拓
権
少
書
記
官
)
に
代
わ
っ
て
い
た
が
、

一
八
八
三

年
一
月
四
日
森
が
改
め
て
校
長
に
兼
任
さ
れ
た
(
こ
の
と
き
森
の
本
官
は
農
商
務
少
書
記
官
)
。

森
は
旧
長
岡
藩
の
出
身
で
、

青
年
期
に
江
戸

第3節

一
八
六
八
年
の
越
後
口
で
の
戦
い
で
は
家
老
河
井
継
之
助
と
共
に
官
軍
を
相
手
に
戦
い
、
維
新

へ
出
て
江
川
太
郎
左
衛
門
の
塾
に
学
び
、

後
江
川
塾
で
同
門
で
あ
っ
た
黒
田
清
隆
に
登
用
さ
れ
、
開
拓
使
官
吏
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

幹
事
と
は
「
学
校
ノ
庶
務
ヲ
幹
理
」
し
、
校
長
不
在
の
際
に
は
そ
の
代
理
た
る
職
責
を
担
う
者
で
、

か
つ
て
農
学
校
教
師
で
あ
っ
た
井

川
測
が
一
八
八
二
年
十
二
月
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
教
授
お
よ
び
助
教
の
任
命
は
一
八
八
一
一
一
年
三
月
か
ら
始
ま
り
、
同
年
中
に
教
授
に
は
豊
原

百
太
郎
・
橘
協
の
二
人
が
、
助
教
に
は
工
藤
精
一
・
橘
協
(
の
ち
教
授
)
・
大
島
正
健
・
加
藤
重
任
・
内
田
瀞
・
南
鷹
次
郎
・
宮
部
金
吾
・

山
崎
益
の
八
人
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
彼
ら
の
任
官
当
時
の
年
齢
を
見
る
と
、
豊
原
の
三
五
歳
を
除
け
ば
、

ほ
か
は
皆
二
十
歳
代
と
い
う
若
さ

7I 

で
あ
る
(
不
明
一
名
)
。
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助
教
は
主
に
予
科
の
授
業
を
担
当
し
、
本
科
の
授
業
は
教
授
と
二
人
の
外
国
人
教
師
が
行
っ
た
。

一
八
八
四
年
一
月
、
化
学
・
地
質
学

を
担
当
し
て
い
た
豊
原
百
太
郎
が
急
死
し
た
。
し
か
し
、
後
任
教
師
は
な
か
な
か
得
ら
れ
ず
授
業
に
支
障
を
き
た
し
た
が
、

一
八
八
五
年

五
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
マ
サ
チ
ュ

l
セ
γ

ツ
農
科
大
学
出
身
の
ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ヅ
ジ
を
雇
い
入
れ
て
い
る
。

農
商
務
省
管
轄

農
商
務
省
に
移
管
さ
れ
た
後
の
札
幌
農
学
校
に
は
、
そ
の
存
立
の
基
盤
に
か
か
わ
る
よ
う
な
大
き
な
問
題
が
生
じ
て

い
た
。
そ
の
第
一
は
応
募
者
の
急
激
な
減
少
で
あ
る
。
特
に
移
管
直
後
の
一
八
八
二
年
、
八
三
年
に
甚
だ
し
く
、
八

下
の
農
学
校

二
年
の
場
合
応
募
者
こ
そ
四
三
名
を
数
え
た
が
、
実
際
に
受
験
し
た
者
は
二
八
名
、
合
格
者
は
わ
ず
か
三
名
で
、
や

札幌農学校の設置

む
な
く
生
徒
募
集
を
中
止
し
て
い
る
。
ま
た
八
三
年
は
応
募
者
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
募
集
期
聞
を
延
長
し
、
辛
う
じ
て
生
徒
を
確

保
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

八
四
年
、

八
五
年
に
至
っ
て
も
必
ず
し
も
予
定
し
た
人
数
の
入
学
者
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

第
二
の
問
題
は
卒
業
生
の
北
海
道
開
拓
へ
の
貢
献
が
非
常
に
薄
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
表
2
1
4
は
一
八
八
七
年
段
階
の
卒
業
生
の

就
職
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
八
八
二
年
の
農
商
務
省
へ
の
移
管
を
境
と
し
て
卒
業
生
の
動
向
に
大
き
な
違
い
の
あ
る
こ
と
が
明

第2掌

ら
か
で
あ
ろ
う
。

八

O
年、

八
一
年
の
卒
業
生
は
全
員
開
拓
使
に
奉
職
し
、
開
拓
使
廃
止
後
は
農
商
務
省
官
吏
と
な
り
、
さ
ら
に
一
八
人

六
年
の
北
海
道
庁
設
置
後
そ
の
職
員
と
な
っ
た
者
が
多
い
。
農
学
校
関
係
者
も
そ
の
内
に
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
不
明
、
死
亡
を
除
く
一
八

名
の
う
ち
一
三
名
ま
で
が
北
海
道
内
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

一
八
八
二
年
以
降
の
卒
業
生
の
う
ち
道
内
に
と
ど
ま
っ
た
者
は
、

不
明
・
死
亡
を
除
く
四
二
名
中
一
一
名
で
あ
り
、
就
職
が
各
人
の
自
由
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
数
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
彼
ら
の
大
半
が
北
海
道
外
へ
流
出
し
た
理
由
と
し
て
、
北
海
道
に
は
官
吏
と
し
て
就
職
す
る
道
が
非
常
に
狭
か
っ
た
こ

と
、
開
拓
諸
事
業
が
官
業
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
を
必
要
と
す
る
私
企
業
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
卒
業
生
の
実
情
は
、

「
開
拓
ノ
基
軸
」
と
位
置
づ
け
さ
れ
た
農
学
校
に
と
っ
て
大
き
く
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
後
に
金
子
堅
太
郎
が
唱
え
た
札
幌
農
学
校
不
要
論
は
、
農
学
校
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
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表2-4 農学校卒業生就職状況 (1887年調〉

卒業年次 I1880 I 81 I 82 I 84 85 I合計

道
札幌農学校教授 1 1 

札幌農学校助教 1 1 1 1 4 

札幌農学校留学生 1 1 2 

北海道庁属 6 2 6 14 

北海道庁技手 1 1 2 

師範学校教師 1 1 

内
言十 24 

内 閣 属 1 1 

宮 内 省 属 1 1 

陸 箪 省 属 1 1 

道 文 司自 省 属 1 1 

農商務省属 1 1 2 

在朝鮮日本公使館 1 1 

海軍少主計 1 1 

山 口 県 属 1 1 

計 9 

農学校教師 1 1 2 4 

中学校教師 1 4 4 2 11 

師範学校教師 2 2 1 5 

その他の教師 1 1 2 

タト 言十 22 

横浜へラノレド新調社 1 1 

Japan Mail 1 1 

米 国 留 学 2 1 3 

国 11  ~I 21 ~I 21 11 

備考『北大百年史札幌農学校史料〈二)Jl所収 r685 卒業生人名族籍宿所及び職業調」より作

成
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あ
る
。

一
八
八
四
年
五
月
北
海
道
事
業
管
理
局
に
校
則
改
正
案
を
上

*
 

申
し
た
。
改
正
案
中
注
目
さ
れ
る
の
は
、
官
費
生
に
関
す
る
規
程
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
学
資
・
生
活
費
を
給
与
す

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
農
学
校
は
制
度
の
改
正
を
画
策
し
、

る
こ
と
に
よ
り
農
学
校
入
学
志
願
者
の
増
加
を
図
り
、

そ
の
一
方
卒
業
後
「
農
商
務
省
ノ
便
宜
ヲ
以
テ
官
ニ
採
用
ス
ル
ト
キ
」
は
一
定
期

間
同
省
に
就
職
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、

さ
き
の
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
校
則
改
正
案
は
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
。
農
商
務
省
は
官
費
生
制
度
の
復
活
を
容
認
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
政
官
が
「
別
ニ
官
費
ト
為
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
必
要
モ

不
相
見
候
」
と
、
こ
れ
を
却
下
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
て
事
態
は
な
ん
ら
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
、
間
も
な
く
北
海
道
事
業
管
理
局
は
廃
止

第2章札幌農学校の設置

さ
れ
、
札
幌
農
学
校
は
新
設
さ
れ
た
北
海
道
庁
の
管
轄
と
な
る
の
で
あ
る
。

* 

校
則
改
正
案
に
は
ほ
か
に
研
究
生
の
設
置
や
学
位
授
与
の
制
限
(
優
等
者
に
の
み
学
位
を
授
与
し
、
ほ
か
の
者
に
は
卒
業
証
書
を
与
え
る
)
に
関

す
る
規
程
も
含
ま
れ
て
い
た
。
前
者
は
教
師
の
養
成
を
、
後
者
は
他
の
高
等
教
育
機
関
と
制
度
を
一
定
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
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